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例　　言

１　本書は，京都市が文化庁の国庫補助を得て実施した平成 27年度の京都市内遺跡試掘調査報告

　　書である。平成 27年 1月から 12月まで実施した試掘調査のうち，重要な成果のあったもの

　　について本文で報告している。ただし，試掘調査の結果，発掘調査を指導したものについては，

　　発掘調査報告書の刊行を待つこととし，一覧表にのみ掲載している。

　　試掘調査を実施したすべての地区・所在地・調査日・調査概要については，試掘調査一覧表に

　　掲載している（64～ 70 頁）。なお，各章表題末尾の番号と調査一覧表の番号並びに図版の　

　　番号は対応している。

２　本文の執筆分担は，本文の末尾に記している。

３　本書報告の調査のうち，基準点測量を実施した調査の方位及び座標は，世界測地系平面直角座

　　標系Ⅵによる。標高は T.P.（東京湾平均海面高度）による。また，これ以外の場合は，既存公 

　　共物などを仮基準点（KBM）として用いている。

４　本書に使用した地図は，本市の都市計画局発行の都市計画基本図（縮尺 1/2,500）を複製して

　　調整したものを掲載している。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

　　図版１～ 13　1/8,000　　　図版 14～ 20　1/10,000

５　本書で使用した遺物の名称及び形式・型式は，一部を除き，小森俊寛・上村憲章「京都の都市 

　   遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号　（財）京都市埋蔵文化財研究所  

      1996 年  に準拠する。

６   本書に使用した土壌色名は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帳』に準  

       じた。

７   遺物整理にあたっては，上茶谷美保・上別府亜紀

　　熊代信吾・中村春美・美馬順二・義井良作・吉本

　　健吾の協力を得た。

 8    調査及び本書作成は，京都市文化市民局 文化

       芸術都市推進室 文化財保護課が担当し，（公財）

       京都市埋蔵文化財研究所の協力を得た。

図１　調査地区割図
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Ⅰ　試掘調査の概要　

１　京都市内の埋蔵文化財行政

京都市で所管する周知の埋蔵文化財包蔵地（以下，遺跡という。）は，京北町との合併に伴う遺跡

地図の改訂を経て，805件を数える。その範囲内でおこなわれる土木工事に対しては，遺跡の重要

度と工事規模に応じて「慎重工事」・「詳細分布調査」・「試掘調査」・「発掘調査」の４種の行政指導

をおこなっている。この指導業務は，当初，文化財保護課がおこない，昭和55年の京都市埋蔵文化

財調査センター設立以後はセンターが担当してきた。しかし，センターが平成18年４月１日付けで

文化財保護課と統合され，現在は文化財保護課埋蔵文化財係が担当している。

行政指導に基づいて実施される調査には，国庫補助による調査と原因者負担による調査がある

が，詳細分布調査と試掘調査，発掘調査の一部については国庫補助事業として実施している。この

うち，詳細分布調査と発掘調査は公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所（以下，「埋文研」という。）

へと委託してきたが，平成26年4月1日から，文化財保護課埋蔵文化財係が担当しており，その成

果は，別冊の報告書により報告される。

本報告書は，平成27年１月～12月に文化財保護課が実施した，国庫補助事業による試掘調査を

とりまとめたものである。文化財保護課で実施する試掘調査は，届出や通知を受けた工事予定地内

における遺跡の有無，あるいは遺跡の残存状況やその範囲を把握し，遺跡が良好に存在し，工事が

その遺跡を破壊する場合には発掘調査を指導し，設計変更などにより遺跡の保護が可能であれば

図2　年次別・地区別試掘調査実施件数
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開発者に対して遺跡保護の措置を指示するなど，文化財保護行政上，非常に重要な業務であり，現

在は９名の技師が常時，従事している。

　平成 27年１月～ 12月に文化財保護法に基づいて提出された届出（文化財保護法第 93条）・通

知（同法第 94条）件数は，総数で 1,375 件になる。これは前年比で 280 件（25.6%）の増加である。

外国人旅行客の増加の影響もあり全国的に見て資産価値が高いとされる京都市内では，不動産市場

が活況であるため届出件数は増加傾向にある。これらの届出・通知に対して，文化財保護課は詳細

分布調査 571 件（前年 497 件，14.9% 増），試掘調査 124 件（同 117 件，６％増），発掘調査 17

件（同 18件，5.6 % 減），慎重工事 663 件（同 465 件，42.6％増）の指導をおこなった。

　こうした指導に基づき，平成 27年に文化財保護課が実施した試掘調査件数は 116 件である。届

出内容は，郊外における宅地造成のほか，市街地では共同住宅，ホテルの建設が目立つ。郊外・市

街地を問わず福祉施設建設も増えている。地区別では，左京地区および伏見・醍醐地区が増加して

いることから，市街地・鉄道沿線付近の開発が活発になっていることがわかる。

２　平成27年の試掘調査概要

　文化財保護課及び埋文研では京都市域を 12のエリアに区分している（図１）。平成 27年の試掘

調査の地域別件数は，平安宮地区７件，平安京左京地区 19件，平安京右京地区 25件，太秦地区

10件，洛北地域 10件，北白川地区 5件，洛東地区 10件，伏見・醍醐地区 11件，南・桂地区 6件，

鳥羽地区 5件，長岡京地区 8件，京北地区 0件である。このうち 25件（Ⅴ章・試掘調査一覧表参照）

については発掘調査を指示し，うち埋文研が７件（No.1・7・30・40・58・83・99），株式会社

イビソク（代表　野澤直人）が 2件（No.44・95），古代文化調査会（代表　家崎孝治）が 4件（No.13・

53・81・82），関西文化財調査会（代表　吉川義彦）が 1件（No.62），京都平安文化財（代表  栗

田尚典）が 1件（No.19），京都市文化財保護課が 3件（No.15・20・92）の計 18件の調査を年

内に実施した。

　発掘調査をおこなったことで顕著な成果が挙がった事案としては，平安宮跡で内裏登華殿・弘徽

殿の雨落溝などを確認した№ 30，下京の中心地である烏丸綾小路で，平安時代から江戸時代まで

の連綿とした遺構の変遷を確認した№１や伏見城跡内の指月城推定地で，指月城期に遡る可能性が

ある石垣を検出した№ 19，同じく伏見城内の前田屋敷推定地で大型壷堀地業を確認した№ 20（本

年度発掘調査報告参照）などがある。

　ほかに工事の掘削深度が試掘調査で確認した遺構面より十分に浅いため，または設計や工法の変

更により当面の保存が図られたなどの理由から，発掘調査に至らなかった例が３件（№ 24・25・

60）ある。また，保存措置が講じられなかったものの報告すべき成果のあった調査 9件 （№ 8・

14・41・55・68・92・103・109・111），前年に試掘調査を実施ししたが協議が今年度まで及

んだものの中で報告すべき成果のあったもの 2件（H26 試掘報告№ 88・119）について，詳細を

報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（赤松　佳奈）
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Ⅱ-１　平安京左京四条四坊二町跡　№41　

１．はじめに

調査地は，東洞院通と高倉通の中程，蛸薬師通

の北側に面した敷地である。平安京の条坊では左

京四条四坊二町跡に相当する。当該地は，平安時

代後期の12世紀前半に民部卿藤原宗通，12世紀

後半に大納言藤原重通の邸宅があったとされてお

り１），敷地南端には四条坊門小路が通ると予想さ

れることから，ホテル建設に先立ち試掘調査を実

施することになった。

同町跡では発掘調査が3件行われている（図

３）。平成２年の発掘調査（調査１）では，平安時

代後期の区画溝や，江戸時代前期に埋没した２条

の堀状遺構が検出されている２）。平成５年の発掘

調査（調査２）では，５面の遺構面が認められ，鎌

倉時代の区画溝２条，室町時代の東西12m，南北

10m以上の規模を持つ礫敷遺構，桃山時代の路地

跡や蔵の地業が検出されている３）。平成20年の発

掘調査（調査３）では，4面の遺構面が認められ，

平安時代の井戸跡，鎌倉時代後期の南北5.8ｍ，東西3.0ｍ，深さ1.4ｍの地下室，９基の甕据付穴

が３行３列に並ぶ遺構等，約900基の遺構が検出されている４）。

今回の試掘調査は，同町跡で未検出の条坊関連遺構の解明を主たる目的として，平成27年６月

10日，11日に実施した。調査は，計画建物内に南北方向の調査区を３箇所設定して行った。調査

面積は約93㎡である。

２．層序

調査区の基本層序（図5）は，標高約38.2～38.3ｍでオリーブ褐色砂泥の中世整地層（1区7層，

3区6層：第1面），37.9ｍでオリーブ褐色砂泥の平安時代後期の整地層（1区12層，3区9層：第

２面），37.4～37.8ｍでオリーブ褐色系の地山となる。ただし，調査地北西部に設定した2区にお

いては，元々の地盤が高いうえに近世以降の削平が著しく，標高約38.0ｍ付近で地山を検出すると

ともに，地山直上は近世整地層となっていた。

図3　調査位置図（１：5,000）
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３．遺構

調査では，四条坊門小路北側溝の可能性のある東西溝２条の他，50基以上の遺構を検出した。

　溝１（図5・６）　１区及び３区第1面で検出した東西方向の溝で，幅1.5ｍ以上，深さ0.4～0.6

ｍを測る。溝心はX=-110,224.2ｍ付近を通る。埋没時期は，京都Ⅴ期中段階（12世紀中頃）と考

えられ，四条坊門小路北側溝の可能性がある。

　溝３（図５・６）　１区第１面で検出した溝１に並行する東西方向の溝で，幅0.4～0.5ｍ，深さ

0.3ｍである。出土遺物はなく時期は未確定であるが，下層の溝19とほぼ同位置にある。

　土坑４・５・７（図５・６）　1区第1面の西壁際で検出した土坑群である。土坑４は径0.35ｍの

円形を呈し，埋土から瓦小片，釘，高杯脚部が出土している。土坑５は南北長0.65ｍの楕円形の土

坑で，土坑４を切って成立している。埋土中に拳大の礫が多く入る他，土師器皿等が出土した。京

都Ⅶ期古段階と考えられる。土坑７は南北長0.75ｍの楕円形の土坑であり，土坑４と土坑５に切ら

れている。

図4　調査区位置図（１：250）
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　溝13（図５・６）　1区第1面で検出した幅約0.3ｍの東西方向の溝で，溝15を切って成立してい

る。溝心は四条坊門小路推定北築地心に近接し，X=-110,221.9ｍ付近を通る。

　溝14（図６）　１区第１面で検出した南北方向の溝で，幅約0.6ｍ，深さ約0.3ｍを測る。埋土に

多量の礫を含む。溝心はY=-21,716ｍ付近を通る。同町跡の四行八門制での三行と四行の境は

Y=-21,710ｍ付近であり，約6m離れている。溝埋土からは白磁皿，土師器片等が出土しており，京

都Ⅶ期頃（13世紀後半～14世紀前半）と考えられる。

図5　調査区断面図（1：100）
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9’)   2.5Y4/3　オリーブ褐色砂泥に礫を多く含む（硬く締まる）【四条坊門小路路面？】
10)  2.5Y4/3　オリーブ褐色粗砂～シルト【地山】

1

２

３
4

５ ６ 7
８9 9’

9 10

現代撹乱

H=38.0m

1

23 4
5

南北

H=38.0m
現代盛土

1)　10YR6/6　明黄褐色砂泥【近世後期整地土】
2)　10YR5/1　褐灰色泥砂【近世撹乱土坑埋土】
3)　5Y4/1　　灰色泥砂【撹乱埋土】
4)　10YR4/1　褐灰色泥砂【土坑38埋土】　
5)　2.5Y8/4　 淡黄色砂泥【地山】

第１面

第２面

南北

北南

１）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（炭化物，土器片，径1cm未満の礫少量入る，締まり悪い）
２）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（2.5Y5/6　黄褐色粘土がブロック状に少量入る，炭化物，土器の細片，径1cm未満の礫少量入る）　
３）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（拳大の礫多量入る，炭化物・土器の細片微量入る)【溝３埋土】
４）2.5Y3/3　暗オリーブ褐色泥砂（2.5Y4/6　オリーブ褐色細砂ブロック微量入る，やや軟質）【溝13埋土】
５）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（拳大の礫多く入る，炭化物・土器の細片微量入る）【土坑５埋土】
６）2.5Y3/3　暗オリーブ褐色砂泥（2.5Y4/6　オリーブ褐色細砂ブロックに入る，炭化物・土器片少量入る）【土坑４埋土】
７）2.5Y4/3　オリーブ褐色砂泥（炭化物・土器の細片少量入る，しまりやや悪い）【中世前期整地層】
８）5Y4/2　   灰オリーブ色泥砂（5Y4/2　暗オリーブ色微砂~シルトが筋状に入る，拳大の礫，炭化物，土器片少量入る）【溝15埋土】
９）2.5Y4/2　暗灰黄色砂泥（2.5Y4/4　オリーブ褐色シルトがブロック状に入る，炭化物・土器の細片少量入る)【土坑７埋土】
10）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（5Y4/4　暗オリーブ色細砂~シルトがブロック状に入る，径1cm未満の礫，炭化物，土器片入る）【溝18下層】
11）2.5Y3/2　黒褐色泥砂（10YR4/3　にぶい黄褐色粘土がブロック状に入る，径3cm未満の礫，炭化物・土器片少量入る)【土坑51埋土】
12）2.5Y4/3　オリーブ褐色砂泥（径3cm未満の礫，炭化物，土器片少量入る）【平安後期整地層】
13）2.5Y4/3　オリーブ褐色粗砂～シルト（径1cm未満の礫多量入る）
14）5Y4/2　   灰オリーブ色粗砂~シルト（径2cm未満の礫多量入る，しまり悪い）
15）5Y5/2-5/3　灰オリーブ色粘土~シルト（上位にマンガン粒，炭化物少量入る，固くしまる）

【溝１埋土】

【地山】

０ ５ｍ

２区土坑３８付近東壁土層断面図

３区東壁土層断面図

１区西壁土層断面図
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　溝15（図５・６）　１区第1面で検出した東西方向の溝で，溝13に南側を切られている。出土遺

物は須恵器鉢，土師器皿を主体とし，埋没時期は12世紀中頃の京都Ⅴ期中段階と考える。

　溝18（図４～８）　１区及び３区の第２面で検出した東西方向の溝で，溝心はX=-110,224.6ｍ付

近である。幅約1.1ｍ，深さ0.3ｍを測り，断面は皿形である。京都Ⅳ期中段階に埋没したと考える。

1区の溝底中央部に，柱当りの径が0.18ｍ前後の柱穴3基（P32～34）が東西1列に並んでいる。

3区では掘方の径0.4ｍ，柱当りの径0.25ｍの柱穴2基（柱穴48・49）を溝の南北両端で検出した。

橋脚の可能性がある。　

　溝19（図４～８）　溝18の北側に並行する東西方向の溝で，幅0.2ｍ，深さは最大で0.1ｍであ

る。京都Ⅳ期中段階の遺物を含む。

　落込み21（図６・７）　溝18を切って成立する遺構で，東西0.85ｍ以上，南北0.4ｍ以上の規模

を有する。東側は撹乱により削平され，南側は調査区外に延びる。京都Ⅳ期古～中段階の遺物が出

土しており，溝18と埋没時期が重なることから，同溝の部分的な掘り直しの可能性がある。

　土坑37（図４）　2区地山面で検出した径0.7ｍ以上，深さ0.5ｍの円形土坑であり，埋土に大量

の土師器片を含む。東側を土坑38によって切られている。京都V期中段階と考える。

　土坑38（図４・５）　２区地山面で検出した南北0.7ｍ以上，深さ0.45ｍの土坑で，南北両側と

も撹乱土坑により削平されている。京都Ⅶ期中段階の遺構と考える。

図6　1区主要部分平面図（1：80）

X=-110,220

Y=-21,716

X=-110,224

Y=-21,716

X=-110,220

X=-110,224

Y=-21,716

Y=-21,716

溝18

溝19

柱列

撹
乱

１
区
第
２
面

撹
乱

０ ２ｍ

１
区
第
１
面

四条坊門小路北築地心

溝1

溝3

溝14

溝13

土坑5

土坑4

溝15

土坑7

落込み21

柱穴32 柱穴33
柱穴34

土坑51
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４．遺物

1区・3区の第1面で成立する遺構から

出土する遺物は，京都Ⅴ期とⅦ期を中心に

してⅨ期頃まである。第2面では京都Ⅱ期

中段階の遺物を含む遺構が複数あるが，大

半はⅣ期に属している。

溝１出土遺物（図９）　１は土師器皿A

で口径9.7㎝，器高1.3㎝である。２は同

皿Nで口径14.2㎝，器高2.6㎝である。

３は白磁椀底部，４は須恵器椀，５は陶器

壺である。６は円丘状の突起の中心部に，

径0.6～0.9㎝，深さ3.0㎝の穿孔がある

土師質土器である。７は瓦質羽釜であり，

鍔が口縁端部に近い位置にある。古相のも

のも含むが，2段ナデで口縁端部の立ち上

がる京都V期中段階（12世紀中頃）のも

のが主体である。

土坑37出土遺物（図９）　9～20は土

師器皿Nの小型品で，口径9.2～10.2

㎝，器高1.4～2.0㎝に収まる。口縁部は2段ナデで，端部は内傾し三角形状に収まる。21～23は

土師器皿Nの大型品で口径13.7～15.2㎝，器高2.1～2.5㎝であり，口縁部の形状は小型のものと

同じである。24は土師器甕であり，口径21㎝を測る。京都Ⅴ期中段階の一括資料である。

土坑38出土遺物（図９）　土師器皿を主体とする遺物群で，25は土師器皿Acで口径10.0㎝，器

高1.2㎝であり，土抗37からの混入品と考えられる。26は白色系土師器皿Shで口径7.0㎝，器高

1.7㎝，30は白色系土師器皿Sである。27～29は橙色系土師器皿Nで，27は口径8.4㎝，器高1.5

㎝，28・29は口径が10.5～11.0㎝，器高1.7～1.9㎝である。京都Ⅶ期中段階である。

その他遺物（図９）　８は溝14出土の白磁椀で内面底部に櫛描文があり，31は蓮華文軒丸瓦の瓦

当部分である。平安時代後期のものであろうか。

５．まとめ

当該地は，既存建物の基礎等による撹乱と江戸時代後期の火災処理土坑により，遺構面の大半が

失われていた。比較的保存状態が良いのは蛸薬師通に面した部分であり，調査成果もこの部分に集

中している。四条坊門小路推定築地心から溝１心までの距離は2.2ｍ，溝18心までの距離は約2.6

ｍである。『延喜式』京程から復元される推定距離約2.1ｍ５）と0,1～0.5ｍの誤差があるが，四条坊

図8　２区溝18完掘状況（西から）

図7　１区第２面完掘状況（東から）

－ 7 －
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門小路北側溝と考える。下層の溝18は11世紀中頃，上層の溝１は12世紀中頃に埋没しており，溝

18南側には路面も確認できた。特に溝18には橋脚状の柱穴や，溝中央部の柱列など興味深い遺構

も伴っている。また，平安京左京四条四坊二町跡では初めての条坊関連遺構であり，同町の復元に

有効な資料が得られたと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（馬瀬　智光）

註　

１）財団法人古代学協会・古代学研究所（編）　『平安京提要』（角川書店　1994）の254頁。

２）山本雅和　「平安京左京四条四坊」『平成2年度　京都市埋蔵文化財調査概要』（財団法人京都市埋蔵文

　　　化財研究所　1994）。

３）山本雅和・鈴木廣司　「平安京左京四条四坊」『平成5年度　京都市埋蔵文化財調査概要』（財団法人京

　　　都市埋蔵文化財研究所　1996）。

４）東　洋一・山本雅和他　『平安京左京四条四坊二町跡』（『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告』2008

　　　‐12　財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2009年）。

５）註１文献の103～105頁。

図９　出土遺物実測図（1：4）
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Ⅲ-1　平安京右京三条二坊六町跡・西ノ京遺跡　№55

図10　調査位置図（１：5,000）

図11　調査区配置図（１：1,000）

１　調査経過（図10・11）

本調査は，体育館建設に伴う試掘調査及び詳細分

布調査である。調査地は，中京区西ノ京南原町に位

置し，平安京右京三条二坊六町の中央南半部に相当

する。四行八門制では西二行・三行，北五・六・

七・八門の範囲にあたる。文献上，特に土地利用の

記載は残っておらず，その変遷は不明である。周辺

では，東へ100ｍ程度隔てた地点において試掘調査

が行われており，GL-1.5ｍの深度で平安時代の遺構

面が確認されている。また北西へ100ｍ程度隔てた

地点おいて行われた調査では，西堀川小路の路面の

ほか，古墳時代の包含層が確認されている。ただし，

明確な遺構は検出されていない。

本調査では，平成27年６月２日に試掘調査

（15H024）を行い，その後，11月20日から12月

１日まで詳細分布調査（15H247）を随時行った。試

掘調査では敷地中央に東西方向に４箇所の調査区を

設定し，掘削を行った結果，すべての調査区におい

て平安時代の包含層を確認した。ただし，撹乱によ

る遺構面の損傷が著しいため，発掘調査は不要と判

断された。その後，建設計画の変更に伴い改めて詳

細分布調査を行った。その結果，敷地内の一部にお

いて平安時代前期に遡る遺構を検出した。

２　層序と遺構

旧地形（地山上面）は西に高く，東へ向かって緩

やかに下がる。地山の直上には礫混じり粘土質シル

トを主体とする平安時代前期の包含層が，約0.3ｍ

の層厚をもって堆積する。その上に砂礫を主体とす

る中近世包含層が存在するが，撹乱によって失われ

た部分が多い。

試３区

試４区

試２区

立２Tr.

試１区

立１Tr.

立３Tr.
立４Tr.

立５Tr.

道
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0 30m

御
土
居
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 三条大路 

 三条坊門小路 

 姉小路 

 押小路 西
靭
負
小
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西
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図12　遺構断面図・平面図（1：50） 
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【試１区】
１） 2.5GY3/1　暗オリーブ灰色　礫混じりシルト　径2cm未満の礫多量
 含む　レンガ・染付片入る　しまり悪い（近現代整地土）
２） 7.5Y5/3　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルトに
 7.5Y5/3　オリーブ黒色　粗砂混じり粘土質シルトブロック40%程度
 入る　炭化物・マンガン粒入る
３） 5Y4/2　灰オリーブ色　微砂混じり粘土質シルト　径0.5cm未満の礫
 少量入る　鉄班沈着　マンガン粒入る　土師器片・炭化物多量入る　
 やや軟質（中世包含層？）
４） 10Y2/1 黒色微砂混じり粘土質シルト　径0.5cm未満の礫微量入る 　

炭化物微量入る　軟質　攪拌痕跡あり

５）5Y3/1　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルトに
 5Y2/1　黒色　粘土質シルトブロック20%程度入る
 5Y4/1　灰色　微砂混じりシルトブロック10%程度入る　軟質
 上層に比べて攪拌は進んでいない
６） 5Y3/1　オリーブ黒色微砂混じりシルトに
 5Y2/1　黒色粘土質シルトブロック10%程度入る　やや軟質
７）5Y3/2 オリーブ黒色　細砂混じり粘土質シルト
 径0.5cm未満の礫少量含む　鉄班沈着　マンガン粒入る　炭化物・土師
器片多量入る　やや軟質

８）5Y4/1　灰色　礫混じりシルト　径3cm未満の礫多量入る
 しまり悪い（地山）

【試３区】
１） 10Yr4/2　灰黄褐色粘土質シルトブロックと
 10YR4/2-4/6　灰黄褐色～褐色礫混じりシルトの混合層（中近世流路）
２） 10YR3/1　黒褐色微砂混じり粘土質シルトに
 10YR2/1　黒色微砂混じり粘土質シルトブロック10%程度入る
 径3cm未満の礫微量入る　カルシウム塊・炭化物・土器片入る　
 軟質下位に微砂の流入あり
３） 10YR2/1　黒色微砂混じり粘土質シルト　径0.5cm未満の礫微量入る 
炭化物入る　軟質　土器片微量入る

４）10YR5/1　褐灰色礫混じりシルト　径2.0cm未満の礫多量入る
 しまり悪い　（地山）

【試４区】
１）N3/0　暗灰色粘土
２） 10BG6/1　青灰色粘土（地山）

【立２Tr.】
１） 7.5YR3/3　暗褐色粗砂混じり粘土質シルト　ややしまり良い
 2 ） 2.5Y3/2 　黒褐色粘土質シルト　径2.0cm未満の礫少量含む　
 土器片入る　しまり悪い（古代包含層）
３） 2.5Y3/3 　暗オリーブ褐色粘土質シルト　炭化物・土器片少量入る
４） 10YR3/1　黒褐色礫混じり粘土質シルト　炭化物・土器片多量入る
５） 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じり粘土に　2.5Y6/1　黄灰色　微砂混じり
 粘土ブロック30%程度入る　炭化物・土器片入る（柱穴１柱当）
６） 10YR4/1 　褐灰色砂混じりシルト　炭化物・土器片入る（柱穴１掘方）
７） 2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルト（柱穴１掘方）

８） 2.5Y3/2　黒褐色粘土ブロックと　2.5Y6/1　黄灰色粘土ブロックの
 混合層（柱穴２柱当）
９） 10YR4/1　褐灰色細砂混じりシルトに
 10YR5/1　褐灰色粘土ブロック20%程度入る（柱穴２掘方）
10） 2.5YR5/1　黄灰色粘土質シルト（柱穴２掘方）
11） 2.5Y6/1　黄灰色微砂混じり粘土（柱穴２掘方）
12） 10YR3/3　暗褐色シルト　土器片入る（土坑５）
13） 10YR4/1　褐灰色細砂混じりシルトに
　　10YR5/1　褐灰色粘土ブロック20%程度入る　土器片入る（土坑３）
14） 10YR4/1　褐灰色細砂混じりシルトに
 10YR5/1　褐灰色粘土ブロック20%程度入る　土器片入る（土坑４）
15） 10YR5/2　灰黄褐色粘土質シルト（整地土）
16） 2.5Y6/1 　黄灰色砂礫（地山）
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平安時代前期の遺構は，調査地東辺部に設定した調査区（立２Tr）において検出した。柱穴が２

基，土坑が３基あり，一部に切りあいが認められる。柱穴１は，一辺が0.6ｍを測る方形を呈する。

断面形状は椀形で最大深度は0.35ｍ，中央には径0.16ｍ前後を測る柱当が残存する。柱穴２も同じ

く方形を呈する遺構で，一辺は0.5ｍを測る。断面形状は隅丸方形に近く，最大深度は0.25ｍであ

る。残存する柱当は径0.15ｍ程度，その下には根石と思われる円礫が配されていた。

３　遺　　物

遺物は，遺構埋土及び遺構面を覆う包含層より出土した（図13）。１は須恵器杯身の口縁部であ

る。小片であるが，内外面ともに墨痕が認められる。転用硯として使用されたものか。立２Trの土

坑３より出土した。２は白色土器の皿である。高台は脆弱で，一部外方へ開く。器壁外面はミガキ，

内面はナデを施す。内面の一部には煤の付着が認められる。断面には粘土の単位が縞状に残る。試

３区の包含層より出土した。３は，灰釉陶器椀の底部である。内外面ともに施釉，高台は一部露胎

する。底部内面には線刻を施す。４は土師器甕の口縁部である。短く外反する口縁部と内方へ小さ

く折り曲げた口縁端部をもつ。外面には煤が付着する。3・４は立２Trの包含層より出土した。５・

６は土師器皿である。５はて字状口縁をもつ。立Tr２の土坑２より出土した。

４　ま と め

今回の調査では，平安時代前期に遡る遺構群を検出した。これまでこの町域では試掘調査や発掘

調査が行われておらず，平安時代の様相は不明であったが，今回の調査により，少なくとも９～10

世紀には方形の柱穴を備える建物が複数存在していたことが明らかとなった。また柱穴の近接によ

り建て替えがあったと考えられることから，居住地として一定期間存続したことが推測される。さ

らに転用硯とみられる遺物の出土は，居住者が識字層であった可能性を示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒須　亜希子）

図13　遺物実測図（１:３）

1
2

3

4

5

6

0 10cm(1:3)
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Ⅲ-2  平安京右京六条三坊二町跡・西院遺跡   №8

      　　１．はじめに

　本件は，右京区西院寿町地内における宗教施

設建設計画に伴う試掘調査である。調査地は，

弥生～古墳時代の集落跡である西院遺跡および

平安京右京六条三坊二町跡に該当し，敷地の南

に六条坊門小路が通ると推定される場所であ

る。四行八門制では，東二～四行，北四～八門

にあたる。文献上の記載は確認できない。

近隣では，調査地東隣の試掘調査で，平安時

代前期の東西溝が確認されており，六条坊門小

路北側溝が確認されている（図14‐調査１）

１）。また，敷地の東端で試掘調査が行われてお

り，東西方向の溝状遺構や柱穴，ピットなどを

検出している（図16‐調査２）２）。したがって，

今回の調査では六条坊門小路関連遺構を探るこ

とを目的とした。

調査は平成2７年３月９日に実施し，面積は

15㎡である。調査の結果，中近世の遺物包含層

とピットを確認するに留まったが，補足調査として着工時の詳細分布調査を実施した。その結果，

町を東西に二分する位置で，並行する南北溝２条を確認したため，合わせて詳細分布調査の成果を

報告する。

２．層序と遺構

　試掘調査時には，敷地南半中央部に既存建物が残され

ており，調査区は建物と配管を避けた部分に限定せざるを

得なかった。基本層序は，1区で，地表下-0.82mまで現代

盛土，-1.02mまで灰黄褐色泥砂の耕土，-1.23mまで床土，

-1.47mまで黄褐色～明黄褐色砂泥層，以下，にぶい黄色砂

礫の地山となる（図15）。敷地西側の１区で確認した砂礫層

は，河川化した道祖大路による氾濫の影響を受けている可

能性がある。

図14　調査位置図（１：5,000）

調査地

調査1

調査３

西院遺跡

樋口小路

六条坊門小路

楊梅小路

 

道
祖
大
路 

 

宇
多
小
路 

六条大路

図15　試掘調査１区 基本層序（１：50）

現代盛土

１

４

２
３

５

KBM0m

１　10YR5/2 灰黄褐色泥砂【耕土】
２　10YR5/3 にぶい黄褐色泥砂【床土】
３　2.5Y5/3 黄褐色砂泥
４　2.5Y6/6 明黄褐色砂泥
５　2.5Y6/4 にぶい黄色砂礫【地山】

-1.0m

50cm０
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一方，詳細分布調査での基本層序は，地表下-0.4～0.5mまで現代盛土，-0.6mまで耕土，-0.65

～0.8mまで灰黄褐色シルトの包含層，以下，暗褐色～褐色シルトの地山となる（図17）。

検出した遺構は，地山直上で成立する南北方向の溝２条（図18）である。東側の溝（溝1）は幅

1.3m，深さ0.36m，西側の溝（溝2）は幅1.26m・深さ0.4mであった。溝２は北側と南側の２箇

所で確認している。遺物は，いずれも溝埋土から土師器及び須恵器甕の細片を少量確認したのみで，

詳細な時期は判別できない。溝の検出位置は，四行八門制の区画を当てはめると，東二行と三行を

二分する位置にあたる。

なお，試掘調査及び詳細分布調査の両方で，六条坊門小路北側溝の検出を試みたが，明確に北側

溝に関連する遺構は検出できなかった。また，調査１で確認されている溝３は，六条坊門小路北側

溝の推定位置にあたるが，流路を示すような有機物層やシルト層が認められず，遺物も少量であり，

北側溝であるかは不明である。

北二門

北一門

北三門

北四門

北五門

北六門

北七門

北八門

東一行東二行東三行

道
祖
大
路 

東四行

 樋口小路 

 六条坊門小路 

 

宇
多
小
路 右京六条三坊二町

0 50m

１区

２区

試
掘
ト
レ
ン
チ

詳
細
分
布
調
査
地
点

調
査
２
試
掘
調
査
区

調査３

KBM

建物１

建物２

建物３

柵１

柵２

井戸

図16　調査区配置図（１:1,000）
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　３．まとめ

　今回の調査では，右京六条三坊二町の東二・

三行境で，並行する南北溝２条を確認した。溝

の心々間は約3.5mで，『延喜式』「左右京職　町

内小径」３）記載の「小徑（小径）」の側溝と考え

られる。西隣の七町では，町を東西に二分する

113mの小径と側溝が確認されており４）
　 ，二町で

も同様の小径が施工されていたと考えることが

できる。また，二町内で実施された発掘調査（図

16‐調査３）では，一行一門から三門の占地が

想定できる平安時代前期の建物などが確認され

ており５），比較的規模の大きな宅地班給がなされたと考えられる。　　　　　　　　　（熊谷　舞子）

註　　

１）『京都市内遺跡試掘立会調査概報』昭和 61年度，京都市文化観光局，1987 年。

２）『京都市内遺跡試掘調査報告』平成 11年度，京都市文化市民局，2000 年。

３）「凡町内開小徑者。大路邊町二。廣一丈五尺。市人町三。廣一丈。自餘町一。廣一丈五尺」

４）堀内明博『平安京跡研究調査報告 第 20輯　平安京右京六条三坊』（財）古代學協會，2004 年。

５）百瀬正恒『平安京右京六条三坊二町跡 京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報 2003-7』，（財）京都市埋

　　蔵文化財研究所，2004 年。

KBM0m

KBM0m

図17　詳細分布調査断面図（１：50）

図18　詳細分布調査 A‐A'間断面（南から）
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Ⅳ-1　嵯峨遺跡・嵯峨北堀町遺跡　№68

１．はじめに

本件は，右京区嵯峨天龍寺今堀町11-5にお

ける宅地造成に伴う試掘調査で，飛鳥～平安時

代にかけての集落跡である嵯峨北堀町遺跡及び

中世の寺院跡である嵯峨遺跡に該当する。中世

には天龍寺の広大な塔頭群の一画を為して活発

な土地利用が行われていた。中世の嵯峨を描い

た複数の絵画資料から調査地付近の変遷を見る

と，14世紀中頃の「大井郷界畔絵図」では「（天

龍）寺領」とされ，その近辺に「椎野小路」と

いう小径が天龍寺から伸びる造路の延長線上に

描かれている。15世紀前半の「応永鈞明絵図」

では，「椎野寺」との記載が認められる。した

がって，今回の調査では，上述した時期の遺

構・遺物群の確認を主目的とした。

調査は平成27年４月１日に実施，面積は13

㎡である。調査の結果，奈良時代の土坑，中世

整地層，溝等を確認した。また，本件については

工事施工時の詳細分布調査を実施し，遺構の広

がりを確認したため，合わせて報告する。

図19　調査位置図（１：5,000）

宝
幢
寺
境
内

嵯 峨 北 堀 町 遺 跡

嵯　峨　遺　跡

調査地

図20　調査区配置図（１：500）
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線
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（ピン）
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２．遺　　構（図21）

調査区は宅地内道路部分に設定した。層序は現

代盛土以下，GL-0.6mにて褐色砂泥～にぶい黄褐

色砂泥の室町時代整地層，-0.9mにて明黄褐色シ

ルトの地山となる。ただし，地山は東に向かって

下がり，西端には整地層は存在せず，東西で0.2m

の比高を持つ。また，調査区の東半以東は既存建

物の解体による削平を受け，遺構面は残存しない

ことがわかった。

遺構は溝，土坑，ピットを確認したが，遺物は

細片のみの出土で図示できるものは無い。

溝（図21）　試掘調査区西半で検出した南北溝

で，地山上面で成立する。断面形状は逆台形で幅

1.2m，深さ0.5mを測る。遺物の出土が認められ

なかったため明確な時期は不明であるが，断面形

状等から中世に属する可能性が高い。

土坑１（図21）　試掘調査区及び詳細分布調査

で東西幅が明らかとなった土坑である。東西

2.5m。南北2.0m以上，深さ0.5mを測る。奈良時

代の須恵器杯，杯蓋，土師器杯等が出土している。

土坑２（図22）　詳細分布調査B地点で南肩と

現代盛土

2 1
34

5

 1 　10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂【ピット】

 2 　10YR4/4 褐色砂泥(炭化物少量含)～10YR5/4 にぶい黄褐色砂礫(砂泥混)【中世整地層】

 3 　7.5YR4/3 褐色泥砂【溝】

 4 　10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂【土坑１】

 5 　10YR6/6 明黄褐色シルト【地山】

2

溝
土坑１

詳細分布調査Ａ地点

2

試掘調査区

KBM

０ ３ｍ

図21　調査区実測図（１:100）

 1 　10YR4/6 褐色泥砂(土師器，炭含)【土坑２】

 2 　10YR5/4 にぶい黄褐色シルト【地山】

 3 　10YR4/4 褐色泥砂(直径２㎝大礫多量)

　　【地山】

土坑２

12

3

B B'

B

B'

KBM

1m０

図22　土坑２実測図（1:50）

図23　溝断面（南から）
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東肩を検出した土坑である。南北2.2m以上，東西1.5m以上，深さ0.1m以上を測る。遺物は出土

せず，時期は不明である。

３．まとめ

調査の結果，既存建物により遺構面の大半は失われているものの部分的に奈良時代から室町時代

の遺構を確認した。奈良時代の遺構は，調査地の南側に展開する飛鳥～平安時代の集落跡とされる

嵯峨北堀町遺跡がさらに北側まで広がることを示す。また，嵯峨地域は天長五年（828）に成立し，

10世紀中頃までに加筆された｢山城国葛野郡班田図｣が残されており，調査地周辺はこれまでの考

証から「櫟原里」に比定されている１）｡櫟原里とされる図には北半に家の表記が複数認められ，集落

が存在していたことがわかる。表記は嵯峨北堀町遺跡の範囲とほぼ一致するものであり，班田図に

描かれた集落に比定できる。嵯峨一帯では平安時代を遡る集落跡は当該遺跡の他には嵯峨折戸町遺

跡が認められる程度であり，斑田図に描かれている里の実態を調査成果から裏付けた重要な成果と

いえよう。

（西森　正晃）

註

１） 宮本救「山城国葛野郡班田図について」『續日本紀研究』第６巻第３号，續日本紀研究会，1959

 金田章裕『条里と村落の歴史地理学研究』大明堂，1985
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Ⅳ-2　白河街区跡・岡崎遺跡・東光寺跡　平成26年度№88

１．はじめに　

本件は貸店舗建設に伴う試掘調査で，白河街

区跡・岡崎遺跡・東光寺跡に該当する。周辺の

調査では，調査地の南西で平安時代後期の区画

溝や鎌倉～室町時代の方形池が確認され，中世

には寺院の存在が推定されている１・２）。今回も

同様の遺構群が展開することが予想された。

調査の結果，弥生時代の土坑や平安時代後期

の溝，鎌倉時代の土坑，石組溝など多数の遺

構・遺物を確認した。協議の結果，基礎形状の

変更を行い，遺構面は十分な保護層を設けて地

中保存されることとなった。

調査は平成26年10月31日に実施，調査面

積は72㎡である。なお，本来であれば昨年度に

報告すべきであったが，協議が翌年まで繰り越

したため，今年度に報告する。

図25　調査区配置図（１：400）
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図24　調査位置図（１：5,000）
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  1　2.5Y7/4　浅黄色泥砂礫混じり
  2　2.5Y5/3　黄褐色粗砂【落ち込み４（中世整地層）】
  3　10YR4/4　褐色粗砂
  4　10YR6/6　明黄褐色粗砂礫混じり
  5　10YR4/2　灰黄褐色泥砂【近世耕作土】
  6　10YR5/3　にぶい黄褐色粗砂礫混じり
  7　10YR4/2　灰黄褐色泥砂（黄褐色シルトブロック混じり）
  8　2.5Y4/3　オリーブ褐色粗砂礫混じり
  9　10YR3/3　暗褐色泥砂
10　10YR3/2　暗褐色泥砂
　　（炭化物少量，土師器皿多量に含む）【落ち込み５】

11　2.5Y3/3　暗オリーブ褐色泥砂
12　10YR5/2　灰黄褐色泥砂【石列掘方か】
13　10YR4/2　灰黄褐色粗砂
14　10YR4/2　灰黄褐色粗砂
15　10YR4/2　灰黄褐色泥砂【落ち込み３】
16　10YR3/1　黒褐色砂泥【土坑１】
17　10YR7/2　にぶい黄褐色粗砂
18　2.5Y8/2　灰白色粗砂礫混じり【弥生時代包含層】
19　2.5Y8/2　灰白色粗砂　　　　

  1　2.5Y4/2　暗灰黄色泥砂【近世耕作土】
  2　2.5Y4/2　暗灰黄色泥砂（礫多量に含む）
  3　10YR8/6　黄橙色粗砂
  4　2.5Y3/3　暗オリーブ褐色泥砂
         （黄褐色シルトブロック状に含む）【近世整地層】
  5　2.5Y3/3　暗オリーブ褐色泥砂【中世整地層】
  6　5YR4/4　にぶい黄褐色砂泥
  7　10YR3/1　黒褐色砂泥
  8　2.5Y7/4　浅黄色粗砂（灰色シルトブロック混じり）
  9　2.5Y3/2　黒褐色泥砂（黒褐色砂泥ブロック混じり）
10　2.5Y5/2　暗灰黄色泥砂

11　10YR8/4　浅黄橙色粗砂～砂質土【中世整地層】
12　2.5Y8/4　浅黄色粗砂礫混じり【落ち込み？】
13　2.5Y5/2　暗灰黄色砂礫【南北溝】
14　2.5Y3/2　黒褐色砂泥【土坑３】
15　2.5Y6/2　灰黄色極細砂（固くしまる）【南北溝】
16　2.5Y5/2　暗灰黄色砂礫
17　10YR3/1　黒褐色砂泥【土坑６】
18　2.5Y8/2　灰白色粗砂【白河砂･地山】　　　　

盛土【近現代】
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図26　調査区実測図（１:100）
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２．遺　　構（図26）

調査区の基本層序は両区ともにGL-1.1～1.3m

まで近現代盛土，近世耕作土と続き，1区の高い

ところで-1.6mで灰白色粗砂の白河砂の地山，2

区は-1.4mで中世遺構面，-1.8mで灰白色粗砂礫

混じり層に達する。また，両区ともに地山は西に

向かって下がり，1区西半の地山レベルは-2.5m

を測る。段差は平安時代末期から鎌倉時代にかけ

て整地され平坦面が形成されている。1区では地

山上面で，2区では整地層上面で検出を行い，1

区が弥生～鎌倉時代，2区が平安時代末期から鎌

倉時代の遺構を確認している。

1区（図27）　地山上面で検出を行い，弥生時

代の土坑（土坑３･５･６）や南北溝を確認した。

南北溝　1区中央で検出した並行する２条の南

北溝である。幅は0.25～0.3m，深さ0.1m以上

ある。溝は地山が一段下がった場所に成立してお

り，段差上面の排水を受けるための溝，又は区画

溝の可能性がある。2区では下層の掘削を行って

いないため延長は未確認であるが，段差を埋めた

と考えられる落ち込みの存在から溝が伸びる可

能性は高い。埋土からは，平安時代末期の土師器

皿が出土している。

2区　整地層上面で検出を行い，平安時代末期～鎌倉時代の落ち込みのほか，時期不明の石列，溝

等を確認している。

落ち込み５　西端で検出した落ち込みであるが，落ち込み３とともに西に向かって下る段差を埋

めた整地土の可能性が高い。西肩のみ確認し，南北１m以上，東西２m以上ある。埋土には，炭化

物のほか平安時代末期～鎌倉時代の土師器皿が多量に含まれている｡

石列（図28）　石列は東側に面を持ち，４石分確認した。北端は東西方向の溝２に切られている。

石列は雨落溝や亀腹基壇の裾石，もしくは溝の護岸等の可能性が考えられる。遺物の出土はなく，

時期は不明である。

溝２　北壁沿いに検出した東西溝である。幅0.3m以上あり，西端は落ち込み４に切られている。

検出のみに留めたため，遺物の出土が無く時期は不明である。

図27　1区全景（東から）

図28　2区石列と溝２（北から）
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３．遺　　物

遺物は両区から弥生土器及び平安時代末期から鎌倉時代にかけての土師器皿が出土している。こ

こでは，ややまとまって出土した2区落ち込み５の遺物群を中心に報告する。

出土遺物（図29）　１～８・10は2区落ち込み５から出土している。１～８は土師器皿である。

１･２はコースター形の皿Acで，口径は８㎝台である。３～８は皿Nである。３･４はやや深手で口

縁部のナデの痕跡が明瞭に残る。５～８は口径８～10㎝台の５･６と12㎝台の７･８がある。いず

れも京Ⅴ期新～Ⅵ期新段階に属する物で，12世紀中頃～13世紀初頭に属する。10は，2区18層出

土の弥生土器鉢である。口縁部は外反し，体部ややや丸味を持つ。調整は摩耗して不明である。弥

生時代後期後葉に属する。

10は剣頭文軒平瓦である。瓦頭部成形は折り曲げ技法。12世紀後半に属する。山城産。

４．ま と め

今回の調査では，弥生時代の包含層及び土坑，平安時代末期から鎌倉時代にかけての土坑，落ち

込み，溝等を確認した。ここでは，今回の調査成果と周辺調査状況を踏まえ，調査地周辺の変遷を

見てみたい。

1区の成果から調査地内には当初，自然地形に沿う西に向かって下る段差が存在していた。平安

時代末期の段階では，南北溝が成立していることから，段差自体が区画を示すものとして活かされ

ていたことがわかる。しかし，鎌倉時代に入ると段差を埋めて平坦面が造り出される。調査１･２

（図30）においても，平安時代後期に存在した区画溝が鎌倉時代以降に埋められて整地され，放生

池と考えられる方形の池状遺構が成立する。

以上の成果から，平安時代後期に溝や柵列などで区画割されていたものが，鎌倉時代以降，池の

構築や広範囲におよぶ造成工事が行われ，土地利用の在り方に大きな変化が生じてたと考えられ

る。池は放生池と想定され，周辺での瓦の出土量から寺院が存在したことは間違いない。調査地付

近には平安時代中期創建の東光寺や，後醍醐天皇御願寺である元応寺が想定されており，これらの

寺院に伴う遺構の可能性が高いといえる。今後，周辺の調査で寺院の全貌が明らかになることを期

待したい。

（西森　正晃）

図29　出土遺物実測図（１：４）
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X=-109,480

Y=-19,120
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SG15

池跡推定範囲

調査１

調査２

今回の調査区
SD2（４）

※１　註２図10に加筆
※２　座標は日本測地系（改正前）平面直角座標系Ⅵの数値

2区

1区

10ｍ０

図30　周辺調査平面図（１：500）
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Ⅳ -3　岡崎遺跡・法勝寺跡　№ 14

１　はじめに

　本件は左京区岡崎南御所町地内における共

同住宅工事計画に伴う試掘調査である。調査

地は，岡崎遺跡及び法勝寺跡にあたる。法勝

寺は承保二年（1075），白河天皇の御願寺と

して造営を開始し1），承暦元年（1077）に金堂・

講堂などが建立2），応徳二年（1085）になる

と常行堂の落慶供養が行われ3），おおよその

寺観が整えられた。同寺院の発掘調査はこれ

までに 43次を数え，金堂跡，八角九重塔跡，

金堂東回廊跡，阿弥陀堂跡，園池跡などを確

認し，伽藍の実態が明らかになりつつある。

寺域については白河街区との関連で諸説ある

が，岡崎道（車道）を西限として東西２町以上，

北限は冷泉小路末かそれ以北，南限は押小路

末北辺以南とし，南北幅を２町以上とする４）。
図 31　調査位置図（１：5,000）

図 32　調査区配置図（１：500）
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この復元に従うと，調査地が法勝寺北限付近に位置することが分かる。しかし，調査 2（本調査地

の東側）で東西溝を検出したが，中世の村境と推測し寺域北限の確認に至っていない５）。このよう

なことから，調査目的を法勝寺北限の関連遺構の把握とともに，中世の土地利用状況の確認とした。

　調査は，2014 年 10 月 21 日に実施し，敷地南西側で東西方向の溝及び土坑を確認した。東西

溝が法勝寺北限の溝である可能性があることから，2015 年１月 19 日～ 24 日にかけて補足調査

を実施した。調査面積は合計で 93㎡となる。

２　層序と遺構

　（１）基本層序（図 36）　GL-0.2 ｍまで現代盛土，-0.6 ～ 0.8 ｍまで近世盛土が堆積し，これを

除去すると中央から北側では明黄褐色粗砂～微砂の地山（白河砂）となる。一方，中央から南側は

厚さ 0.4 ～１ｍの遺構埋土が堆積し，その直下が灰白色微砂の地山（白河砂）となる。遺構面は地

山直上と認識し，土坑７基，柱穴３基，溝２条，ピット 10基を検出した。

　（２）中世（図 34・37）

土坑 30（図 37）　調査区中央部で検出した土坑である。土坑は溝 43 に切られ，検出面で１.3 ｍ

×1.1ｍ，深さ0.5ｍとなる。埋土は１～３層に分層でき、１層は拳大の礫が混じる灰褐色泥砂土で，

２・３層は褐灰色泥砂土である。１層から土師器・瓦器・瓦類が，２・３層から土師器・瓦類が出

土した。出土土器類は京都Ⅹ期古～新に属する。溝43が開削される直前に埋没したと考えられる。

溝 42（図 38）　調査区北端で検出した東西方向の溝である。東側は攪乱で削平されている。溝の

北肩が調査区外となるが，検出面で幅 1.1 ｍ，深さ 0.9 ｍを測る。底面はほぼ平坦で，東西端の比

高は 0.3 ｍとなる。北肩口にテラス状の平坦面が形成される。埋土は 25・26層が暗灰黄色砂泥で，

26 層には拳大～人頭大ほどの石が混じる。27・28 層が黄褐色土である。25 層からは瓦類が，

26・27 層からは土師器皿・須恵器・瓦器羽釜などが出土した。出土土器類は，京都Ⅷ期中～新に

属する。

溝 43　調査区南半で検出した東西方向の溝である。土坑 30を掘り込んで成立する。南肩は調査区

外へ展開し，検出面で幅５ｍ，深さは 0.24 ～１ｍとなる。埋土は，下層からにぶい黄褐色砂泥土，

暗灰黄色泥砂土，黄褐色砂泥土，

暗灰黄色砂泥土となり，これらの

上層にはブロック状の黄褐色土を

含む浅い黄色泥砂土，黄灰色泥砂

土，にぶい黄褐色砂泥土などが堆

積する。西壁 11・14 層（図 36）

はラミナが認められ，一時流水し

ていたことが判明する。さらに，

西壁 17・18 層のような粘土ブ

ロックが混在し，溝底が一段凹ん図33　調査区完掘状況・北東から
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須恵器

石

溝 43 北肩推定ライン

図 34　遺構平面図（中世）（１：50）
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図 35　遺構平面図（近世）（１：50）
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でいることから、流水速度の

早い時期があったと考えられ

る。13 層はシルトが水平堆

積しており流水が落ち着いて

いたことが分かる。また，埋

土の断面観察の結果，溝は少

なくとも３回の掘り直しが認められ，幅を変えなが

らも溝としての機能を維持し続けている。最終的

（近世）に溝 44 の幅 0.6 ｍの溝となる。出土土器

も京都Ⅹ期新～ⅩⅠ期中と幅がある。このようなこ

とから，長期間溝として機能していたと推定する。

（３）近世（図 35）

　柱穴　柱穴は調査区北半に分布し，３基（７・８・

18）検出した。平面形は円形ないしは楕円形を呈し，

径 0.34 ～ 0.44 ｍを測る。柱穴 18は径 0.1 ｍの柱

当たりを確認することができ，深さは 0.35 ｍであ

る。柱穴８は深さが 0.53 ｍで柱の抜き取り痕跡を

確認することができる。８と 18はおおよそ東西方

向に並び，柱間は 1.68 ｍである。本調査区範囲内
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現代盛土・撹乱

１　10YR4/1 褐灰色泥砂 [ 近現代盛土 ]
２　10YR4/1 褐灰色泥砂 [ 近現代土坑 ]
３　10YR6/2 灰黄褐色泥砂 [ 近現代土坑 ]
４　10YR3/1 黒褐色泥砂
５　10YR3/1 黒褐色砂泥 [Pit10・土坑 17]
６　10YR5/1 褐灰色シルト [ 溝 44]
７　10YR6/4 にぶい黄橙色泥砂
８　2.5Y4/1 黄灰色泥砂～ 2.5Y6/4 にぶい黄色砂泥
９　2.5Y6/4 にぶい黄色砂泥
10　2.5Y6/4 にぶい黄色砂泥～ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥
11　2.5Y7/3 浅黄色粗砂～ 2.5Y6/1 黄灰色泥砂　（ラミナ状）
12　2.5Y7/3 浅黄色泥砂
13　2.5Y5/1 黄灰色シルト
14　2.5Y8/6 黄色砂質土
15　10YR4/1 褐灰色粗砂
16　2.5Y6/2 暗灰黄色粗砂（ラミナ状）
17　5Y7/4 浅黄色泥砂　（粘土ブロック）
18　5Y7/6 黄色微砂　（粘土ブロック）
19　10YR6/6 明黄褐色微砂に粘土ブロックが混じる
20　10YR6/1 褐灰色粗砂　

[ 溝 43 ]

[ 溝 43 ]

[ 溝 42 ]

[ 地山 ]

21　5Y6/3 オリーブ黄色粗砂　
22　10YR4/2 灰黄褐色泥砂
23　10YR5/4 にぶい黄褐色粗砂
24　2.5Y5/2 暗灰黄色砂泥
25　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥
26　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥に
　　 2.5Y6/4 にぶい黄色粗砂が混じる。
　　 ( 人頭大～拳大の石混 )
27　2.5Y5/3 黄褐色粗砂
28　2.5Y5/4 黄褐色砂泥
29　2.5Y7/6 明黄褐色粗砂～微砂
30　5Y7/2 灰白色微砂

０ ２ｍ

ｓ Ｎ

22

3

図 36　調査区西壁断面図（１：８0）

１　7.5YR6/2 灰褐色泥砂（拳大の礫が混じる）
２　10YR6/1 褐灰色泥砂
３　10YR5/1 褐灰色泥砂
４　2.5Y8/2 灰白色粗砂～ 2.5Y8/1 灰白色シルト

H=52.0m 
土坑 30

1
2

3

4

A’

A

Ｓ Ｎ

１ｍ０

図 37　Ａ - Ａ’ 断面図（１：50）

図 38　溝 42完掘状況（東から）
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での展開は認められず，柵列の可能性が考えられる。柱穴８から土師器・焼締陶器・平瓦が出土し

た。柱穴 18から土師器，染付が出土した。

土坑

土坑16　調査区中央部西側で検出した土坑である。平面形は円形を呈し0.70× 0.68ｍ，深さ0.11

ｍとなる。埋土は黒褐色泥砂である。

土坑 17　調査区北西部で検出した土坑で，調査区外へ展開する。平面形は楕円形で，長軸は 0.4

ｍ以上，短軸は 0.34 ｍ，深さ 0.11 ｍとなる。埋土は黒褐色泥土である。埋土から土師器・陶磁器・

染付・瓦類が出土した。

土坑 19　調査区中央部で検出した土坑である。平面形は楕円形で 1.58 × 1.14 ｍ，深さ 0.18 ｍと

なる。埋土には黒褐色泥砂土に地山ブロックが混じる。埋土から染付などが出土した。

土坑 22　調査区中央部西側で検出した土坑である。ピット 23を掘り込んで成立する。平面形は円

形で，0.58 × 0.40 ｍ，深さ 0.60 ｍとなる。埋土は黄灰色泥砂に淡い黄色砂泥土が混じる。埋土か

ら近世に属する染付などが出土した。

ピット　ピットは調査区北半に分布し，10 基検出した（2・5・6・9・10・11・20・21・23・

40）。平面形は円形ないしは楕円形を呈し，径0.2 ～ 0.3 ｍとなる。ピット12は 0.3 ｍ× 0.2 ｍで，

埋土から土師器・染付・金属製品が出土した。 

０ 10cm

土坑30

溝43

1

2

３

４

５ ６

７ ８ ９

10

溝42

　11

図 39　出土遺物実測図・拓影（１：４）
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０ ５cm

14

15 16 17

18 19 20

21

22
23

1312 

図 40　出土遺物実測図・拓影（１：４）
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３　遺物（図 39・40）

土器（図 39）

土坑 30（１～５）　土坑 30 から出土した土器類は，土師器・須恵器・瓦器などである。このうち，

図化出来たのは土師器のみである。土師皿の種別は，皿N（４）・皿 S（２・３・５）・皿 Sｈ（１）

である。当該地から出土する土師器は，同時代の平安京内で消費されているものとやや様相が異な

り生産地の違いが認められる。したがって，直ちに平安京内における編年案に従うことが出来ない。

そこでやや時期幅をもって報告する。１～３は口径が 7.6 ～ 10cmで，京都Ⅹ期古～中に属する。４

は口径が 11.8cm，器高 2.4cmで，京都Ⅹ期中～新に属する。５は口径が 14.3cmで，京Ⅹ期新に属

する。土坑 30は溝 43 よって一部削平を受けていることから，やや時期の新しい４・５は溝 43か

らの混入と推測できる。したがって，16世紀初頭に埋没したと考えられる。

溝 42（６）　溝 42から出土した土器類は，土師器皿・瓦器羽釜などである。このうち，図化出来た

のは，瓦器羽釜のみである。鍔が短く水平に突出する。体部は押さえ，口縁部付近はナデを施す。

14世紀後半～ 15世紀に属する６）。出土遺物の点数が少ないことから，埋没直前まで管理されていた

溝の可能性が高く，15世紀初頭に埋め戻されたと考えられる。

溝 43（７～ 11）　溝 43から出土した土器類は，土師器皿・須恵器鉢・瓦器羽釜などである。土師器

は皿 S（７～９）である。７は口径が 11.8cm，口縁部に煤の吸着が認められる。８は口径が

14.4cm，９は口径が 15.8cm で口縁部から内面にかけてナデを施す。京都Ⅹ期古から中に属する。

須恵器鉢（11）は口径が 27cmで器高が 8.5cmを測る，東播系の鉢である。14世紀末～ 15世紀初

頭に属する７）。瓦器羽釜（10）は口径が 23cmあり，鍔は短く水平に突出する。体部はオサエ，口

縁部はナデを施し，内面には刷け目が認められる。15世紀後半～ 16世紀前半頃に属する８）。

　溝 43の出土遺物は，後述する平安時代後期（12世紀から 13世紀）の瓦類が多くを占める。その

中にあって、15世紀初頭から 16世紀後半頃までの土器類が出土した。溝 43は土坑 30を堀込んで

成立しており，少なくとも 16世紀初頭以降に成立したことが分かる。溝 43は数回の掘り直しが認

められ，土師器皿が溝の底部から出土している。したがって，16世紀初頭に開削され近世にかけて徐々

に埋没したと考えられる。このようなことから須恵器鉢は，15世紀後半頃まで使用され破棄された

と推測する。また，この時期に土地の再開発が活発化してきたことが分かる。

瓦類（図 40）

　瓦類は軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦に分類できる。軒瓦は土坑 30，溝 42・43 から，丸瓦・平瓦

はほぼ調査区全域で出土する。これまでの六勝寺跡の発掘調査成果を見ると，寺院所用瓦は寺域の

境に破棄されている事例が多く認められる。したがって，瓦類の多くは法勝寺所用瓦の可能性が高く，

築地や北方にあった堂宇に葺かれていたものと推測できる。軒瓦 12～ 17，19・20 は 12 世紀前期

から中期にかけて、18は 13世紀に生産されたと推測できる。丸瓦や平瓦も 13世紀以降に生産され

た可能性が高い。以上ことから，法勝寺伽藍整備段階から栄西の再建期頃まででのものが，一括で
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破棄されている可能性が高い。

　12は，溝 43 から出土した単弁蓮華文軒丸瓦である。残存状況が悪く全体の文様構成は不明で

ある。花弁は小ぶりの紡錘形で，間弁は三角形を呈す。花弁と間弁が接する。圏線は２重で，小ぶ

りの珠文が密に巡る。瓦当成型は瓦当貼り付け。瓦当裏面はナデ，丸瓦凸面もナデを施す。胎土は

少量の砂粒を含み，焼成は硬質で色調は灰色を呈す。

　13は溝 43 から出土。残存状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，単弁４葉蓮華文軒丸瓦

と推測する。花弁は紡錘形で間弁を配す。外区には珠文が巡る。瓦当裏面はナデ後オサエ，側縁は

ナデを施す。胎土は少量の砂粒を含み，焼成はやや軟質で，色調は灰色を呈す。

　14は溝 43 から出土。残存状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，単弁蓮華文軒丸瓦と推

測する。花弁は先端が尖り，子葉の周囲に圏線が巡る。側縁はナデ，瓦当裏面はナデを施す。胎土

は少量の砂粒を含み、焼成は硬質で，色調は黒色を呈す。播磨国産。

　15 は溝 43 から出土した唐草文軒平瓦である。中心飾りは背向 C字に紐状のもので接合する。

唐草は左右へ３回反転し，大きく巻き込む。上部の圏線および周縁は押しつぶされている。瓦当成

型は半折り曲げで，曲線顎である。顎部凸面から裏面にかけて横ナデ。平瓦凹面細かい布目を残し，

瓦当付近は工具痕が残る。凸面は格子叩き後，縦ナデを施す。側縁はナデ。胎土は多量の砂粒を含

み，焼成は硬質で，色調は褐色を呈す。

　16は溝 42下層から出土。残存状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，唐草文軒平瓦である。

中心飾りは，背向 C字で上下に山形の唐草を配し，左右に唐草が展開する。外区の珠文は密に巡る。

胎土は少量の砂粒を含み，焼成は硬質で，色調は灰色を呈す。丹波国産か。

　17は溝 43下層から出土。残存状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，唐草文軒平瓦である。

唐草は連続し子葉は巻き込む。外区には珠文が巡る。瓦当成型は瓦当貼り付けで，顎裏面は横ナデ，

瓦当部凸面はナデを施す。胎土は砂粒を含み，焼成は硬質で，色調は灰色を呈す。

　18は土坑 30 から出土した唐草文軒平瓦である。瓦当成型は瓦当貼付けで，段顎である。文様

構成は，中央に左巻きの巴文を２個配し，左右に向かって唐草が３回反転する。瓦当凸面と顎部裏

面は横ナデ，平瓦凹面は細かい布目を残し，平瓦凸面は縦ナデを施す。胎土は少量の砂粒を含み，

焼成は硬質で色調は黒色を呈す。唐草部分に笵傷が認められる。　　

　19は溝 43 から出土した唐草文軒平瓦である。瓦当成型は瓦当貼付けで，曲線顎である。残存

状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，Y字を呈す唐草に蕾を配す。凹面は細かい布目を残し，

側縁付近に面取りを施す。凸面は縦ナデ，胎土は極少量の砂粒を含み，焼成は硬質で色調は灰色を

呈す。山城国産。

　20は溝 42 上層から出土した唐草文軒平瓦である。瓦当成型は半折り曲げで曲線顎である。残

存状況が悪く全体の文様構成は不明であるが，大きく巻き込む唐草を配す。顎部裏面は横ナデ，平

瓦凸面は縄叩きを施す。胎土は砂粒を含み，焼成は硬質で，色調は灰色を呈す。山城国産。

　21 は溝 43 から出土した丸瓦である。凸面は縄叩き後ナデ，凹面は布目と吊るし紐痕を残し，
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狭端面から約 6.5cm横ナデ，側縁付近は面取り，狭端面はナデを施す。玉縁部凸面はナデを施す。

胎土は多量に砂粒を含み，焼成は硬質で，色調は灰色を呈す。

　22は溝 43 下層から出土した丸瓦である。凸面は格子叩き，凹面は布目を残す。胎土は砂粒を

含み，焼成は硬質である。

　23は溝 43 下層から出土した平瓦である。凸面は格子叩き，凹面は布目を残し，側縁付近は面

取り，側縁はケズリを施す。胎土は少量の砂粒を含み，焼成は硬質で，色調は灰白色を呈す。

４　まとめ

　本調査では、周辺調査事例と同様に中世から近世にかけての遺構を確認した。　

　調査区北側の溝 42は、調査２（図 31）で検出した東西溝 11（Ｘ＝ -109,222 ｍ）とほぼ同一

直線状にあることから一連の溝と推定することができ，東西 73.3 ｍ以上となる。溝は砂層を掘り

込んで成立しており，肩口が脆弱であったと推測される。26層に混在していた石は，溝肩口の形

状を保つための護岸の役割を果たしていた可能性がある。埋土からは，平安時代後期の軒瓦ととも

に 14世紀後半から 15世紀頃の瓦器羽釜が出土した。したがって，15世紀中頃以降に埋没したと

考えられる。また，調査１（図 31）で確認した SD４を白河地割に関連する溝（大炊御門大路末）

と仮定9）すると，溝 42とは南北約 119 ｍの間隔となり、おおよそ１町を測る。したがって，溝 42

の成立は，白河地割りが施工された時期（法勝寺造営当初）まで遡る可能性がある。但し、大炊御

門大路末が調査１地点まで施工されていなかったとの指摘もあり10），白河地割の復元は今後の課題

である。

　調査区南側の溝 43は，南肩口を確認することができなかったが，検出面で幅が５ｍ以上あり，

幅の広い溝である。調査２でもほぼ同様の位置（Ｘ＝ -109,228ｍ）で東西方向の溝を検出しており，

一連の溝と推測する。ただし，調査２では溝が江戸時代前期に属すると報告している。

　さて，当該地は室町時代に東山十郷の１つとして岡崎郷と呼ばれ，「くろたに道」（現在の岡崎道）

の東方から天王町・黒谷辺りまでの地域に村が形成されたとする。南側の発掘調査（図 31 調査３）

では，村と道の境界施設に堀と土塁が築かれていたことを明らかにしている。また，堀は中世末期

の混乱期に開削され，江戸時代初頭に埋没したとする11）。溝 43は幅が大きく堀状を呈しているが，

深度が浅いことから，堀とは断定し難い。ただし，埋土から平安時代後期の瓦とともに 15世紀か

ら 16世紀後半の土器類が出土しており，調査３と同様に中世に開削され近世にかけて徐々に埋没

していったものと考えられる。したがって，調査３と同様に敷地境として意識されていたと推測す

る。また、18世紀後半頃の岡崎村の様相を描いている「天明六年京都洛中洛外絵図」 12）を見ると，

当該地付近に東西方向の道が認められる。さらに，元禄十六年（1703）に上京の行衛町から移転

してきた満願寺との位置関係を見ると，当該地の南隣接道路がほぼこれを踏襲していることが分か

る。江戸時代になると村境が堀である必要がなくなり，溝 44のように小規模の溝を開削し道路側

溝もしくは境界溝としていたと考えられる。以上のように，当該地付近は平安時代後期から敷地境

界地付近であったことが判明した。したがって，溝 43は土地境として溝 42の埋没後に開削され
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たと推測する。法勝寺は 16世紀中頃から末頃まで存続しており，溝 42・43 が寺境もしくは村境

としてどのように認識されていたのかは，資料の増加を待ち再度検討する必要がある。

　また，絵図には道路に沿って町屋が描かれており，調査区北半で検出した遺構群はこれらに関連

するものと推測する。江戸時代中頃には絵図に描かれている岡崎郷が成立したと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　久史）
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Ⅳ -4　中臣遺跡　№92

図41　調査位置図（１：2,500）

１．調査に至る経緯と経過

　（１）調査に至る経緯

　調査地は，山科区栗栖野華ノ木町内に位置しており，新十条通と川田道の交差点より北西の地点

にあたる（図 41）。平成 27 年５月，この区画に高齢者福祉施設の建設が計画されたことに伴い，

埋蔵文化財調査にかかる届出が提出された。これを受けて京都市文化財保護課（以下，保護課）が

試掘調査を実施したところ，地山上面において，土坑，柱穴，ピット，溝等の遺構を多数確認した。

このうち，敷地の西半部において検出した大溝は，幅 2.5mを測る大型遺構であることから，古墳

もしくは墳丘墓の周溝である可能性が示された。

　この成果を受けて保護課と事業者は協議を行い，建物が計画された敷地の西半部を中心として発

掘調査を実施した。調査対象面積は 187 ㎡，調査期間は７月 21日～８月７日の 14日間である。

　（２）調査の経過

　調査区は，計画建物の形状にあわせて北西－南東方向を主軸とする長方形とした。その規模は 11ｍ×

17ｍを測る。調査前の現況はアスファルトが敷設された駐車場である。

　現地調査は，以下の手法で行った。はじめに表土，盛土，近現代の耕作土をバックホウを後進させなが

ら掘削し，続く人力掘削では，層序ごとに掘削を進めた。掘削作業にはショベルやジョレン，ツルハシ等

（1/2500）０ 100ｍ

調査地

新十条通

川
田
道

①

塚

折上神社

朝日神社

②

③

④
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を用い，排出土は場内に仮置きした。

　また，層相の変化ごとに遺構面の検出に努め，遺

構を検出した際には，個別に掘削を行った。遺物の

出土に際しては，ヘラや小型ショベル等を用いて，

慎重に取り上げ作業を行った。

　検出した遺構面では，全景写真の撮影や検出遺構

の個別写真撮影，平面図の作成，標高値の計測，遺

構実測等，一連の記録作業を行った。これらの工程

をすべて終了した段階で埋め戻しを行い，現地にお

ける調査工程を終了した。

　このほか調査期間中に，京都市考古資料館が主催

する市内在住の小学生を対象とした発掘調査体験

「京都の地下を掘ってみよう！」が，当地において

開催された（図 45）。

２．遺　　跡

　（１）遺跡の位置と環境
　中臣遺跡は，山科区東野・栗栖野・西野山・勧修

寺地区にまたがる周知の遺跡である。旧安祥寺川と

山科川の合流地点北方の独立丘陵（栗栖野丘陵また

は栗栖野台地）を取り巻く一帯が遺跡範囲に相当す

る。現在の勧修寺市営住宅付近（栗栖野中臣町）が

丘陵の最頂部であり，今回の調査地はその西側斜面

にあたる。

　「中臣」の地名の由来には諸説あるが，古代豪族

である中臣氏に関連付ける説が有力である。遺跡内

に立地する中臣神社（西野山中臣町）は，中臣（藤

原）氏の祖神である天児屋根命を祭神とし，その隣

接地には，藤原高藤の妻・宮
みや じ

道列
たま こ

子の墓と伝えられ

る古墳が存在する。藤原高藤の子孫はこの地に根付

き，後に勧修寺藤原氏と称されたが，勧修寺はもと

もと列子の父である宮道弥益の自宅を寺として改め

たものであるため，この地域が藤原氏の所領であっ

たわけではない。したがって，中臣の地名のおこ

図 42　調査区配置図（１：600）

図 45　体験学習実施状況

図 43　遺構面検出状況 ( 北東から）

図 44　遺構完掘状況（北東から）
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りが藤原高藤の動向に基づくものとは考えにくい。また，『日本書紀』にみえる中臣鎌足の別邸「山

階陶原館」が当地に存在したことに起因するとする説もあるが，近年では，かつて「陶田里」と称

された厨子奥地区が候補地として有力視されており，いまだ解決には至っていない。

　平安時代末期から鎌倉時代初頭の当地の様相は，勧修寺の寺領を示した絵図である「山城国山科

郷古図（彰考館所蔵）」（以下，条里古図と記述）が有益な史料となる。この図には，栗栖野丘陵の

輪郭が書き込まれており，主要な街道の位置がわかるほか，大凡ながら当時施行されていた条里地

割のラインと個々の里名を読みとることができる。栗栖野丘陵周辺は「栗栖里」と記されており，

栗栖の地名がこの頃まで遡ることが明らかである。隣接する里名には「竹原里」「大藪里」「枌
す（そ）ぎ

本里」

など植生に由来するものが多いことから，「栗栖里」もクリをはじめとする落葉樹が繁茂する地域

であった可能性が高い。逆に言うと耕作には不向きな土地であり，丘陵地特有の水利の悪さにより，

耕地化が阻まれていたと解釈される。

　なお調査地に東接する道（後の川田道）はこの段階ですでに記入されており，勧修寺から現東山

区今熊野へ抜ける主要な街道として，機能していたようである。

　近世になると開発手段が発達し，この地にも開墾の手が加えられるようになる。享保十五年

（1730），それまで西野山村・東野村に属し，栗栖野新開場と呼ばれてきた当地を徳川家光の娘が

購入して大山崎の観音寺に寄進した。その後，久世郡寺田村，紀伊郡冨森村，下鳥羽村（伏見区）

の人々が移住して開墾に着手し，寛政六年（1794）には西野山村・東野村から分離，天保五年（1834）

には栗栖野新田として記載されるに至る。以後，大山崎の観音寺領のまま存続した。明治５年に栗

栖野村として成立したときの戸数は 14戸，主な物産は茶等である。

（２）周辺の調査

　当地における中世以前の景観復原は，発掘調査成果によるところが大きい。中臣遺跡は，縄文時

代から中世まで続く複合遺跡であるが，特に弥生時代後期から古墳時代前期，古墳時代後期から飛

鳥時代を主とする遺構群の報告が顕著である。

　調査地の南を通る新十条通において行われた第 70‐４次調査（図 41①）では，弥生時代後期の

竪穴住居が５棟検出されている。このうち４棟は焼失住居で，焼土や炭化材が床一面に残存してお

り，当該時期の建物や集落構造を知る上で重要な成果として報告されている。

　また，調査地より東へ 100 ｍ程度隔てた丘陵頂部において行われた第 73次調査（図 41②）・第

74次調査（図 41③）・第 75次調査（図 41④）では，古墳時代～飛鳥時代の竪穴住居・掘立柱建

物・土壙墓の検出が顕著である。馬具や鉄鏃・刀子等の鉄器が副葬された土壙墓は，共同体の長や

それ以上の人物の墓であると目されている。このほか，平安時代後期の土器埋納ピットや鎌倉時代

の掘立柱建物，室町時代の火葬墓と濠等の遺構も確認されている。

　以上のことから今回の調査では，複数期における遺構の検出が期待された。
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３．遺　　構

　（１）基本層序
　調査地は，北東に高く，南西に向かって下がる傾斜面を階段状に造成した一角にある。現地表面

の標高は T.P.36.5 ～ 36.6 ｍを測る。地表面より，-0.5 ｍまで現代盛土及び整地土，その下に 0.1

ｍ程度の層厚をもつ黒褐色シルト（近世包含層）があり，この直下が主要遺構面となる。遺構面の

基盤層は，にぶい黄褐色砂質シルトを主体とする地山土であり，部分的に植物茎根の繁茂による黒

色化が認められる。今回の調査では，この遺構面において南北方向に主軸をもつ大溝（平安時代）

のほか，土坑（近世），ピット（近世・時期不明）を検出した。

　（２）遺構と遺物
　遺構面（地山上面）では，平安時代から近世までの遺構を同一面において検出した（図 47）。

溝 10（図 48）　調査区中央を南北方向に縦断する溝である。検出した規模は南北長 20.0 ｍ，最大

幅は2.6ｍを測る。主軸は，方位北に対してわずかに東へ振る。直線を描いて調査区外へのびるため，

全体規模は明らかではない。断面形状は逆台形で，上方ではより外方へ開く。底面はほぼ平坦であ

るが，調査区北端付近では旧地形の傾斜に伴い，東から西へ向かって傾斜する様相が認められる。

溝の最大深度は 0.8 ｍ，北から南へ向かい，約３％の勾配をもって緩やかに傾斜する。ただし，底

面や側面に，流水痕跡を示すような潜り込みや撹乱は認められない。

　埋土は大きく３層に分層できる。上層は黒色シルトを主体とする近世層で，染付を含む陶磁器や

馬の骨・歯を含む。締まりは悪く，表層 0.15 ～ 0.25 ｍに堆積する。中層は黒褐色粘土質シルトを

主体とする締まりの良い土層で，径 1cm未満の礫を少量含む。土質はほぼ均質で，大きな擾乱は

ない。溝が静かに埋没する過程を経た様子を窺うことができる。層内からは平安時代～鎌倉時代初

頭の土師器・須恵器・灰釉陶器・瓦器・銭貨が出土した。下層は灰黄褐色～暗褐色を呈するシルト

層で，やや締りが良い。地山である黄褐色シルトブロックを一定量含む。このブロック土は，風化

の度合いから，掘削後間もない時期に流れ込んだものと考えられる。下層からは，平安時代後期ま

での土師器・須恵器・瓦が出土した。

　なお溝 10 には，埋土下層の上面から掘り込まれたピットが複数存在する。直径は 5～ 15cm，

最大深度は 10～ 25cmとばらつきがあり，その配置にも規則性を認めにくい。土留め杭や橋等の

施設材の痕跡であると考えられるが，木材等の残存は確認できていない。溝埋土との切り合い関係

から，溝が開削され，底に泥土（下層）が堆積する段階で設けられた遺構であること，また溝が放

棄され，埋没する過程ではすでにその機能を終えていたことがわかる。

　以上のことから，溝 10が開削されたのは平安時代後期まで遡ること，その後，埋没する過程で

杭等の施設材が打ち込まれる等，積極的な利用もみられたが，平安時代末～鎌倉時代には完全に放

棄されたこと，近世には窪地となり表層に土砂が溜まる状態となったことが推測される。

　溝 10から出土した遺物は，図 48下段に示した。１は土師器皿である。深さのある器形で，口
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図 46　調査区西壁断面図（１：50）
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１） 10YR3/2　黒褐色粘土質シルト　径3.0cm未満の礫多量入る
 ややしまり悪い
２） 2.5Y3/2　黒褐色シルトに
 2.5Y3/2　黒褐色粘土質シルトブロック5%程度入る
 径0.5cm未満の礫微量入る　しまり悪い　（近世包含層）
３） 10YR2/1　黒色シルト　径0.5cm未満の礫微量入る　ややしまり良い 
 やや軟質（近世包含層）
４） 10YR2/2　黒褐色シルトに
 10YR3/2　黒褐色シルトブロック10%程度入る
 径0.5cm未満の礫微量入る　しまり悪い （近世包含層）
５） 10YR3/2　黒褐色シルトに
 10YR3/4　暗褐色シルトブロック20%程度入る
 径0.5cm未満の礫微量入る　しまり悪い 
６） 10YR3/2　黒褐色シルトに
 10YR3/4　暗褐色シルトブロック40%程度入る
 径0.5cm未満の礫微量入る　しまり悪い 
７） 10YR2/3　黒褐色シルトに
 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトブロック5%程度入る　しまり悪い
８） 10YR3/4　暗褐色シルト　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い
９） 10YR4/4　褐色シルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色シルトブロック1%程度入る　ややしまり悪い
10） 10YR3/3　暗褐色シルトに
 10YR3/1　黒褐色粘土ブロック5%程度入る
 径0.5cm未満の礫微量入る　ややしまり悪い 

A1） 10YR2/2　黒褐色シルトブロックと
 10YR3/2　黒褐色シルトブロックの混合層
 径0.5cm未満の礫少量入る　ややしまり悪い　やや軟質
A2） 10YR2/3　黒褐色シルト　径2.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い
 やや軟質
A3） 2.5Y4/3　オリーブ褐色砂質シルトブロックと
 2.5Y3/3　暗オリーブ褐色シルトブロックの混合層
 径2.0cm未満の礫多量入る　しまり悪い
A4） 10YR3/3　暗褐色礫まじりシルト　径2.0cm未満の礫多量入る
 しまり悪い 

B1） 10YR2/2　黒褐色シルト　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い
B2） 10YR3/2　黒褐色シルト　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い 
B3） 10YR3/1　黒褐色シルトに　10YR4/6　褐色シルトブロック1%程度入
 る　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い　やや軟質
B4） 10YR2/1　黒色シルトに　10YR4/6　褐色シルトブロック1%程度入る
 径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い　やや軟質
B5） 10YR2/1　黒色シルトに　10YR4/6　褐色シルトブロック5%程度入る
 径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い　やや軟質
B6） 10YR3/1　黒褐色シルトに　10YR4/6　褐色シルトブロック5%程度入
 る　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い　やや軟質
B7） 10YR3/1　黒褐色シルトに　10YR4/3　にぶい黄褐色シルトブロック
 20%程度入る　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い　やや軟質
B8） 10YR3/2　黒褐色シルト　径1.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い 
B9） 10YR3/3　暗褐色シルトに　10YR3/1-3/2　黒褐色粘土質シルトブロッ
 ク10%程度入る　径1.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い
B10） 10YR3/3　暗褐色粘土質シルト　径1.0cm未満の礫微量入る
 しまり悪い 
B11） 10YR3/4　暗褐色シルトに　10YR3/2　黒褐色シルトブロック10%程
 度入る　径1.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い
C1） 2.5Y3/2　黒褐色微砂まじりシルトブロックと
 2.5Y3/1　黒褐色微砂まじりシルトブロックと
 2.5Y5/4　黄褐色シルトブロックの混合層　径0.5cm未満の礫微量入る 
 ややしまり悪い　炭化物・細かい土器片微量入る
C2） 2.5Y5/4　黄褐色シルトに
 2.5Y3/1　黒褐色シルトブロック20%程度入る 
 径3.0cm未満の礫微量入る　しまり良い  
C3） 10YR4/3　にぶい黄褐色粗砂まじりシルトに
 10YR3/1　黒褐色シルトブロック10%程度入る
 径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い 
D1） 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトに
 10YR4/4　褐色粘土質シルトブロック5%程度入る
 径1.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い　やや軟質
D2） 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトに
 10YR3/1-3/2　黒褐色シルトブロック5%程度入る　やや軟質

－ 38 －



－ 6－

1/100０ ３ｍ

Y=
-1
77
92

Y=
-1
77
88

X=-114004

X=-114008

X=-114012

Y=
-1
77
84

Y=
-1
77
80

X=-114000

X=-114016

Y=
-1
77
88

Y=
-1
77
92

X=-114004

X=-114008

X=-114000

P21

P20

P23

②

P24

溝 10

土坑 17

P25

土坑 14

P7P50
P44

P45
P6

P3

土坑
11 P22

P2

P42

P4

P43

P46

P8
P47

P48

P49

P5

土坑 12

P32

①

P1

P9

P19P18

土坑 16

P33

土坑 13

図 47　遺構面全体図（１：100）

表１　遺構概要表

時　　代 遺　　　　構

平安時代 溝10

近世以後 土坑12～17，ピット２～７・18・21・33・43・46・47・49

不　　明 土坑11
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縁部外面に１段ナデを施す。12世紀の製品である。下層より出土した。２は楠葉型の瓦器椀である。

内外面ともに暗文を施す。口縁部内面には楠葉型を特徴付ける沈線を１条めぐらせる。12世紀の

製品である。中層より出土した。３は，灰釉系陶器（山茶碗）の底部である。高さのある高台と厚

みのある器壁をもつ。底部内面には圏線が１条認められる。内外面ともに調整はナデ，釉薬は塗布

されていない。10世紀後半の製品である。４は，土師器甕の口縁部である。丸みのある器形に短

く外反する口縁をもつ。口縁端面には緩い線刻が１条認められる。口縁部外面には煤が付着する。

８世紀後半～９世紀初頭の製品である。２～４は，中層より出土した。５は，平瓦の一部である。

須恵質で，色調は灰色，焼成はやや甘い。外面の調整は不明であるが，内面には布目が残る。下層

より出土した。６は銅銭である。一部を欠損するものの，直径 2.1 ㎝に復原できる。文字等は認め

られず，外郭の盛り上がりも弱いことから，私鋳銭の可能性が高い。埋土上層より出土した。

土坑11（図49）　調査区北辺において検出した土坑である。平面形状は不定形，規模は南北長1.1ｍ，

東西幅は 1.3 ｍを測る。断面形状は中央が大きく窪む逆三角形に似るが，壁面には凹凸が目立つ。

最大深度は 0.5 ｍである。埋土は締まりが悪いものの，人為的に埋め戻された痕跡はない。遺構の
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図 48　溝 10断面図・出土遺物実測図

溝10①
1） 10YR2/1　黒色シルトに　10YR2/3　黒褐色シルトブロック20%程度入る
 径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い　染付出土
2）10YR2/1　黒色シルトブロックと　10YR3/2　黒褐色シルトブロックの混合層
 径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い　馬歯出土
3） 10YR3/2　黒褐色シルトに　10YR3/1　黒褐色シルトブロック10%程度入る
 径10cm未満の礫微量入る　しまり悪い　瓦器出土
4） 10YR3/2　黒褐色粘土質シルト　径1.0cm未満の礫少量入る
 ややしまり良い
5）10YR3/3　暗褐色粗砂まじりシルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色シルト小ブロック20%程度入る　ややしまり良い
6）10YR4/2　灰黄色褐色粗砂まじりシルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色シルト小ブロック30%程度入る　ややしまり良い
7）10YR2/2　黒褐色粗砂まじりシルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色シルト小ブロック10%程度入る　ややしまり悪い
8） 10YR2/2　黒褐色粗砂まじりシルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色シルト小ブロック20%程度入る　ややしまり悪い
9） 2.5Y5/4　黄褐色粘土質シルトに
 2.5Y3/3　暗オリーブ褐色シルトブロック30%程度入る　ややしまり悪い

溝10②
1） 10YR1.7/1　黒色シルトに
 10YR3/1　黒褐色シルトブロック5%程度入る
 径1.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い　施釉陶器出土
2） 10YR3/1　黒褐色シルトに
 10YR1.7/1　黒色シルトブロック10%程度入る
 しまり悪い
3） 10YR3/2　黒褐色粗砂まじりシルト
 径5.0cm未満の礫少量入る　しまり悪い
4） 7.5YR3/2　黒褐色シルト　径1.0cm未満の礫微量入る
 しまり悪い
5） 10YR2/3　黒褐色シルトに
 10YR5/4　黄褐色シルトブロック10%程度入る
 径2.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い
6） 10YR5/6　黄褐色粘土質シルトブロックと
 10YR3/2　黒褐色シルトブロックの混合層
 ややしまり悪い
7） 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトに　10YR3/2
 黒褐色シルトブロック20%程度入る　しまり悪い 
8） 10YR3/3　暗褐色シルト
 径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い

－ 40 －



－ 8－

機能及び性格は不明である。遺物の出土は確認できておらず，成立時期も不明である。

土坑12（図49）　調査区南東部において検出した土坑である。平面形状は歪んだ楕円形で，最大長2.6

ｍ，最大幅は1.9 ｍを測る。断面形状は皿形を呈するが，底面に凹凸が認められる。最大深度は0.45

ｍである。埋土は近世層である黒褐色微砂混じりシルトに地山土に由来する黄褐色粘土質シルトブ

ロックを僅かに含む。遺構の機能及び性格は不明であるが，出土遺物から民家の裏手に設けられた

廃棄処理土坑の可能性が考えられる。遺構内からは，土師器皿・炮烙，瀬戸焼の壷・碗，丹波焼の甕，

肥前陶器（刷毛目唐津）の碗，施釉陶器蓋，染付盃，伏見人形等が出土した（図 50‐７～９）。概
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図 49　遺構平面・断面図（１）

1） 10YR2/3　黒褐色細砂
 まじりシルトに
 10YR3/3　暗褐色シルト
 ブロック20%程度入る
 径2.0cm未満の礫少量入る
 しまり悪い

1） 10YR2/2　黒褐色微砂まじりシルトに　2.5Y5/6　黄褐色粘土質シルト
 ブロック5%程度入る　径1.0cm未満の礫微量入る

1） 10YR3/2　黒褐色砂質シルト　径1.0cm未満の礫少量入る
 しまり悪い　陶磁器片入る
2） 10YR6/4　にぶい黄褐色粘土ブロックと　10YR4/2　灰黄褐色粘土
 ブロックの混合層　しまり悪い　軟質　土塊・土器片多量入る
3） 10YR2/3　黒褐色粘土質シルトに
 10YR5/4　にぶい黄褐色砂質シルトブロック5%程度入る
 径10cm未満の礫少量入る　しまり悪い  
4） 10YR3/2　黒褐色シルト　径1.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い
5） 10YR3/3　暗褐色シルトに　10YR5/4　にぶい黄褐色砂質シルト
 ブロック1%程度入る　しまり悪い
6） 10YR3/3　暗褐色シルトに　10YR5/4　にぶい黄褐色砂質シルト
 ブロック5%程度入る　しまり悪い　やや軟質
7） 10YR3/3　暗褐色シルトに　10YR4/3　にぶい黄褐色粘土質シルト
 ブロック30%程度入る　しまり悪い　埋め戻しの単位あり
8） 10YR4/2　灰黄褐色シルトブロックと　2.5Y6/6　明黄褐色粘土質
 シルトブロックの混合層　しまり悪い　埋め戻しの単位あり

1） 2.5Y3/2　黒褐色微砂まじりシルトブロックと　2.5Y3/1　黒褐色微砂まじり
 シルトブロックと　2.5Y5/4　黄褐色シルトブロックの混合層
 径0.5cm未満の礫微量入る　ややしまり悪い　炭化物・細かい土器片微量入る 
2） 2.5Y5/4　黄褐色シルトに　2.5Y3/1　黒褐色シルトブロック20%程度入る 
 径3.0cm未満の礫微量入る　しまり良い  
3） 10YR4/3　にぶい黄褐色粗砂まじりシルトに　10YR3/1　黒褐色シルトブ
 ロック10%程度入る　径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い 
4） 2.5Y2/1　黒色シルトに　2.5Y4/3　オリーブ褐色粘土質シルト筋状に入る
 径2.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い　炭化物・細かい土器片少量入る
5） 10YR4/3　にぶい黄褐色粗砂まじりシルトに　10YR3/1　黒褐色シルトブ
 ロック20%程度入る　径0.5cm未満の礫少量入る　しまり悪い 
6） 10YR3/2　黒褐色シルトに　10YR4/4　褐色シルトブロック30%程度入る
 径2.0cm未満の礫微量入る　しまり悪い
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ね近世後期の製品である。

　７は，鳥形の伏見人形（土製品）である。頭部と尾，脚の一部を欠損する。体部中央には型押し

粘土の継ぎ目が縦方向に残る。羽の表現は細かく精緻であるが，脚の表現は線刻にとどまる。図８

も同じく伏見人形で，踊り子の袖部分であると考えられる。９は，肥前焼の急須の蓋である。上面

には灰釉を塗布，下面は露胎する。摘部は粘土塊を捻って作る。18世紀以降の製品である。

土坑 13（図 49）　調査区東辺において検出した土坑である。平面形状は一辺 2.0 ｍ内外の隅丸方形

を呈する。最大深度は 0.5 ｍ，底面は細かい凹凸があるものの，ほぼ平坦である。断面観察からは，

一度掘り直しが行われたことがわかる。それに準じて埋土は黒褐色シルト層を主体とする新層と，

暗褐色シルトを主体とする旧層に大別できる。ただし，出土遺物の年代に反映されるような時期差

はない。遺構内からは，土師質土器火鉢，施釉陶器皿，肥前系施釉陶器蓋，瀬戸焼湯呑・皿，京焼

系陶器筆立，染付碗，備前焼擂鉢，常滑焼甕，伏見人形，平瓦，鉄釘，銭貨「寛永通宝」，煙管，

砥石等が出土した（図 50-10 ～ 24）。出土遺物の年代から，近世後期以後の遺構であることがわか

る。土坑 12と同じく，民家の廃棄処理土坑であると考えられる。

図 50　遺構出土遺物実測図
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　10は，信楽焼の蓋である。下面は無釉，上面は厚く施釉するため一部に釉溜が認められる。11は，

施釉陶器の菊花皿である。内面には２箇所に灰釉が残るものの他は剥落し，土師質の胎土が露出す

る。内面及び口縁端部に離れ砂が付着する。12は京焼系陶器の筆立である。鈍い橙色を呈する素

地の外面に稲穂を描き，浅黄色の釉薬を塗布する。底面のみ露胎，施釉部分の一部には貫入が認め

られる。口縁端部は使用による欠損が目立つ。13は，瀬戸・美濃焼の蓋である。下面は露胎，上

面にのみ灰釉を塗布するが，一部虫食い状の釉剥が認められる。14 は，京焼系陶器の灯明皿で，

体部内面に菊花の浮文が付される。見込み部に三叉トチンの痕跡が残る。内面及び外面口縁部に灰

黄色の釉薬を塗布する。15は，京焼系陶器の碗である。橙色の素地外面に草木を描く。高台を含

む底部外面は無釉，他には灰白色の釉を塗布する。絵付の一部に釉剥がある。見込み部には三叉ト

チンの痕跡が残る。16は染付の鉢で，内外面に絵付を施す。畳付のみ露胎，内面には僅かに釉泡

が残る。17は染付碗の底部で，畳付に離れ砂が付着する。18は，濃色の灰釉を施した施釉陶器の

碗である。全体的に貫入が認められる。内面口縁部の一部に指で拭ったような釉剥がある。肥前系か。

19は，備前焼擂鉢の片口付近である。擂目は７条１セット，近接して密に刻む。20は , 土師質土

器の鉢である。底部側縁に脚部を伴う。内面及び底面はナデ，外面には指頭圧痕を残す。外面の一

部に煤が付着する。21は，常滑焼の大甕である。器面に釉泡が多く認められる。22は，寛永通宝

である。裏面は無文，表面の文体より新寛永（1668 年以降に鋳造）であることがわかる。23は，

銅製煙管の吸口である。木芯は失われ，薄い筒状部のみが残存する。24は，砥石の一部で研磨面

のみが剥離したものである。研磨痕跡のほか，刀物キズが残る。粘板岩製である。

土坑 14（図 49）　調査区北西部において検出した土坑である。平面形状は楕円形に似るが，西端が

調査区外へ続くため，全体形状は不明である。検出規模は東西長 2.2 ｍ，最大幅は 1.0 ｍを測る。

断面形状は不定形，底面には凹凸があり，東端の一部が深く，西端部は浅い。最大深度は 0.3 ｍで

ある。埋土中位には，焼土層が介在する。遺物の出土は確認できていないが，埋土の状況から近世

以後の遺構である可能性が高い。耕作等に伴う焼土坑か。

土坑 16（図 52）　調査区東辺において検出した土坑である。直径 2.2 ～ 2.3 ｍを測る円形土坑で，

埋土の一部に漆喰を含む。中央に円形の掘り込みがあり，井戸の形状に似る。ただし，底面は湧水

層に達していないため，肥溜状の施設であると判断した。埋土から常滑焼大甕の破片と平瓦，染付

碗が出土した（図 50-25）。近世後期以後の民家に伴う遺構である。

　25は染付碗である。見込み部に蛇の目釉剥が残る。畳付の一部は露胎，離れ砂が付着する。17

世紀の製品である。

ピット２～７・18・21・33・43・46・47・49　埋土に近世堆積層である黒色シルトをブロック状

に含む遺構群である。遺物は確認できていないが，近世層を巻き込むことから，それ以後の成立で

あることがわかる。概ね，調査区北半部に集中する。規模・形状は様々であるが，柱あたりをもつ

遺構があることから，建物の柱穴であると推測できる。近接する遺構が切り合うため，時期差を伴

う建て替えが行われたと考えられる。

　これらのピット群から建物を復原することは難しいが，概ね北東－南西方向に並列する傾向を捉
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図 51　遺構平面・断面図（２）

1) 10YR3/2　黒褐色粘土質ブロックと　10YR5/6　黄褐色シル
 トブロックの混合層　径1.0㎝未満の礫少量入る　しまり悪い
2) 2.5Y5/3　黄褐色粘土質シルトブロックと　2.5Y4/1　黄灰色
 シルトブロックの混合層　陶磁器片入る　ややしまり悪い
3) 2.5Y5/4　黄褐色粘土質シルトブロックと　10YR3/3　暗褐色
 シルトブロックの混合層　ややしまり良い

1) 10YR3/2　黒褐色砂質
 シルトに　10YR5/4
 にぶい黄褐色シルト
 ブロック5%程度入る 
 径1.0㎝未満の礫微量
 入る　しまり悪い

1) 10YR4/4　褐色シルトに
 10YR3/1　黒褐色シルト
 ブロック20%程度入る
 しまり悪い

1) 10YR3/3　暗褐色シルト 
 しまり悪い
2) 10YR3/3　暗褐色シルトブ
 ロックと　10YR4/4　褐色シ
 ルトブロックと　10YR3/1　
 黒褐色シルトブロックの混合
 層　炭化物・土器片入る
 しまり悪い

1) 10YR2/3　黒褐色シ
 ルトに　10YR4/4
 褐色シルトブロック
 20%程度入る
 しまり悪い
2) 10YR3/4　暗褐色シ
 ルト しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色シル
 トに　10YR4/6　褐色シルト
 ブロック1%程度入る 径0.5㎝
 未満の礫微量入る  しまり悪い
2) 10YR3/3　暗褐色シルトに
 10YR3/1　黒褐色シルトブ
 ロック20%程度入る
 しまり悪い

1) 10YR2/3　黒褐色シルト
 に　10YR4/4　褐色シル
 トブロック1%程度入る　 
 径1.0㎝未満の礫微量入る
　しまり悪い
2) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 粘土質シルト　炭化物微量
 入る　しまり悪い

1) 10YR3/4　暗褐色シルト 
 径0.5㎝未満の礫微量入る
 しまり悪い
2) 10YR3/3　暗褐色細砂ま
 じりシルト　しまり悪い
3) 10YR3/4　暗褐色シルト
 に　10YR4/4　褐色粘土
 質シルトブロック30%程
 度入る　径0.5㎝未満の礫
 微量入る　しまり悪い

1) 10YR4/4　褐色シルト
 径0.5㎝未満の礫微量入
 る　しまり悪い
2) 10YR3/3　暗褐色シル
 トに　10YR2/1　黒色
 シルトブロック10%程
 度入る　しまり悪い

1) 10YR3/3　暗褐色シルトに 
 10YR3/2　黒褐色シルトブ
 ロック20%程度入る
 径1.0㎝未満の礫少量入る
 しまり悪い
2) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルトに
 10YR4/4　褐色シルト
 ブロック30%程度入る
 しまり悪い

1) 10YR2/2　黒褐色シルトと　
 10YR3/3　暗褐色シルトブロックの
 混合層　径0.5㎝未満の礫微量入る
 ややしまり良い
2) 10YR4/3　にぶい黄褐色シルト
 径0.5㎝未満の礫微量入る
　しまり悪い
3) 10YR4/3　にぶい黄褐色シルト
 10YR4/4　褐色シルトブロック30%
 程度入る　径0.5㎝未満の礫微量入る
 しまり悪い

1) 10YR3/3　暗褐色シルトに
 10YR4/4　褐色シルトブロック20%
 程度入る　しまり悪い
2) 10YR4/3　にぶい黄褐色シルト
 径0.5㎝未満の礫微量入る　しまり悪い

1) 10YR3/4　暗褐色シルトに
 10YR4/6　褐色シルトブロッ
 ク10%程度入る　径1.0㎝未満
 の礫少量入る　しまり悪い
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図 52　遺構平面断面図（３）

1) 10YR4/4　褐色シルトに
 10YR3/3　暗褐色シルト
 ブロック30%程度入る 
 10YR3/1　黒褐色シルト
 ブロック5%程度入る
2) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルト　径0.5cm未満の
 礫少量入る

1) 10YR2/2　黒褐色シルト
 しまり悪い
2) 10YR2/3　黒褐色細砂ま
 じりシルト　径0.5㎝未満
 の礫微量入る
 しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルト　径2.0㎝未満の礫
 微量入る

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルトに　10YR4/4　
 褐色シルトブロック
 30%程度入る　径0.5㎝
 未満の礫少量入る 
 しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルトに　10YR4/4　
 褐色シルトブロック30%
 程度入る　しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 シルトに　10YR4/4
 褐色シルトブロック30%
 程度入る　しまり悪い

1) 10YR3/3　暗褐色
 シルトに　10YR4/3
 にぶい黄褐色シルトブ
 ロック30%程度入る
 径0.5㎝未満の礫
 少量入る　しまり悪い

1) 10YR4/4　褐色シルトブ
 ロックと　10YR3/1　
 黒褐色粘土ブロックと
 10YR5/4　にぶい黄褐色
 シルトブロックの混合層
 炭化物少量入る
2) 10YR3/4　暗褐色シルト
 径0.5㎝未満の礫微量入る 
 しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐
 色シルトに　10YR4/4
 褐色シルトブロック
 30%程度入る　径0.5cm
 未満の礫少量入る
 しまり悪い
2) 10YR4/4　褐色粘土質
 シルト　炭化物少量入る
 しまり悪い

1) 10YR3/2　黒褐色シルト
 径0.5cm未満の礫少量入る
2) 10YR4/2　灰黄褐色シルトと
 10YR3/2　黒褐色シルトの混合層
　しまり悪い
3) 10YR5/4　にぶい黄褐色シルトに
　10YR3/3　暗褐色シルトブロック
 30%程度入る　しまり悪い
4) 10YR5/4　にぶい黄褐色シルトに
 10YR3/3　暗褐色シルトブロック
 40%程度入る　しまり悪い

1) 2.5Y4/2　暗灰黄色シルト
　径0.5cm未満の礫微量入
 る　しまり悪い
2) 2.5Y5/3　黄褐色シルトに
 2.5YR4/2　暗灰黄色シル
 トブロック10%程度入る 
 しまり悪い

1) 10YR4/4　褐色シルト
 に　10YR3/3　暗褐色
 シルトブロック30%
 程度入る　10YR3/1
 黒褐色シルトブロック
 5%程度入る　径0.5cm
 未満の礫少量入る

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトに
 10YR4/2　灰黄褐色シルトブロッ
 ク10%程度入る　径0.5cm未満の
 礫微量入る　しまり悪い
2) 10YR5/6　黄褐色シルトに
 10YR4/1　褐灰色粘土ブロック
 10%程度入る　しまり悪い
3) 10YR4/3　にぶい黄褐色シルトに
　10YR4/1　褐灰色粘土ブロック
 10%程度入る径1.0cm未満の礫少
 量入る　しまり悪い

1) 10YR4/4　褐色シルトに
 10YR3/3　暗褐色シルト
 ブロック30%程度入る
 しまり悪い　10YR3/1 
 黒褐色シルトブロック5%
 程度入る
2) 10YR4/1　にぶい黄褐色
 シルトに　10YR4/1　褐
 灰色シルトブロック10%
 程度入る　径1.0cm未満
 の礫少量入る　しまり悪い

1) 10YR4/3　にぶい黄褐色
 粘土質シルトに
 10YR4/1　褐灰色シルト
 ブロック10%程度入る 
 径1.0cm未満の礫少量
 入る　しまり悪い
2) 2.5Y3/3　暗オリーブ褐色
 シルト　径1.0cm未満の
 礫少量入る　しまり悪い
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えることができる。この方向軸は，川田道に接続する里道の主軸に合致する。

４　ま  と  め

　以上，中臣遺跡の発掘調査成果について記述した。最後に，今回の調査成果である大溝（溝 10）

の性格を考察し，まとめとしたい。

　溝 10は最大幅 2.6 ｍを測る大型遺構で，調査区を南北方向に貫くように検出された。既往の調

査成果ではこれに連続する遺構は確認されておらず，その全体像は不明である。流水痕跡が認めら

れないことから，給排水を目的とした水路とは考えにくい。このような遺構は，何らかの区画を示

す溝として計画的に開削された可能性が考えられる。このため，当該地における古代末期の区画で

ある条里地割を参照する。

　図 53は，大日本帝国陸地測量部作成地形図（明治 34年）に前述した条里古図を反映させたも

のである。条里古図には，山科盆地から宇治川付近にいたるまでの条里地割と里ごとの名称，山地

や川，主要街道，寺社の位置等が描かれている。図 53は，山麓と平地の境界線のほか，現存する

寺社の位置と街道の方向性，旧河道の位置を考慮して作図したものであるが，少なくとも今回の調

査地（矢印部分）は栗栖里のほぼ中央に位置しており，条里地割のラインには相当しない。条里地

割は一辺 109 ｍの小区画（坪）に分割されるが，その坪境ラインにも合わないようである。

　また，調査区より 30ｍ南へ隔てた第 70- １次調査では，溝 10の延長線上に調査区を設定して

いるが，これに類似する遺構はまったく検出されていない。このため，溝 10は第 70‐１次調査区

に至るまでのどこかで終息するか，屈曲して方向を変えると考えられる。そのいずれにしても条里

地割に伴う区画溝としては考えにくい展開である。

　一方，調査地周辺の調査事例を広く概観すると，複雑な地形に沿って遺構が散在する中，正方位

を意識した遺構をいくつか見出すことができる。昭和 52年度に調査地より 150 ｍ西へ隔てた地点

で行われた第 9次調査では，平安時代～鎌倉時代初頭の遺構面において，東西方向にのびる柵列が

検出されている。また調査区より東へ 200 ｍ隔てた第 73次調査では，平安時代の遺構面において

東西方向の溝群が確認されている。いずれも大規模な遺構ではないが，地形に即した集落が展開さ

れた飛鳥時代までの集落とは一線を画するものとして認識できる。

　第９次，第 73次両調査では，鎌倉時代，室町時代と時代が下がるにつれて遺構の方位は徐々に

ずれていき，再び地形に即した方向軸が用いられるようになる。このため，正方位を意識した開発は，

平安時代に行われた一時的な行為であったと考えられる。このことは，溝 10が平安時代に掘削さ

れたものの，その使用期間がごく短かったと思われる調査成果と基本的に相違しない。おそらく溝

10の開削は，条里区画など恒久的に使用される遺構としてではなく，平安時代のある段階で一時

的に行われた開発行為のひとつであったと考えられる。今回の調査ではその開削目的までを明らか

にはできなかったが，溝の周辺に杭列等の施設材が組まれていたと考えられることから，建物や敷

地を区画する濠等であった可能性を挙げておきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　
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（黒須　亜希子）
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図 53　山科の条里復元図（１：25,000）
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Ⅳ-5　上久世遺跡　№103

１．はじめに

本件は共同住宅新築に伴う試掘調査である。調

査地は南区久世上久世町に所在し，上久世遺跡の

中心部に位置する。

これまで同遺跡内では，発掘・試掘・詳細分布

調査を含めると数多く行われており，その中で特

筆すべき調査は６例１・２）である。弥生時代や古墳

時代の竪穴建物，平安時代の建物や土壙墓などが

数多く確認されている。しかし，東西道路（久世・

北茶屋線）建設に伴う発掘調査の際，今回の対象

地に近接する調査区のみ，溝や池状遺構が確認さ

れており，当該地は竪穴建物が形成されている微

高地に挟まれた谷筋にあたると考えられている。

このため，周辺調査で確認されている遺構の広

がりを確認することを主目的に調査を行った。　

２．遺構
建物予定地内に４箇所（1～４区）の調査区を設定し，調査

を行った（図55）。

１区の層序は，現代盛土，耕作土，床土の下に，中近世の

灰黄色粘質シルト（１），黄褐色粘質シルト（２），暗灰黄色

粘土（３）と続き，GL-1.8mにて弥生土器を含む黄灰色細砂

（４），-1.9ｍで黄灰色細砂（５）の無遺物層に至る。１層上面

では中近世の土坑状の遺構を確認したものの，遺物はなく詳

細は不明である。２層以下，各層上面では遺構は確認できな

かった。４層に遺物片が多く含まれており，堆積状況等から，

流水堆積に伴い遺物が含まれていると考えられるが，明確な

遺構としては確認できなかった。

２区の層序は，現代盛土，耕作土，床土の下に，灰オリー

ブ色粘質シルト（１），にぶい黄色粘質シルト（２），暗灰黄色

図54　調査位置図（１：2,500）
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図55　調査区配置図（１：800）
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粘土（３）を挟み，GL-1.5mにて暗灰黄色シルト（６）の無遺物層に至る。２層上面では中近世と

思われるピットと溝を確認したものの，遺物はなく詳細は不明である。２層以下，各層上面では遺

構は確認できなかった。

３区の層序は，現代盛土，耕作土，床土の下に，中近世耕作土（１）や時期不明の包含層（２・

３）を挟み，GL-1.8mにて水田堆積土（上:灰色細砂（４），下:灰色微砂混じり粘土（５）），水田

堆積土（上:灰色細砂（６），下:オリーブ黒色微砂混じり粘土（７）），-2.2ｍで弥生土器を含むオ

リーブ黒色細砂（８～10），-2.6ｍで暗灰色礫混じり粗砂（11）の地山に至る。

４区の層序は，現代盛土，耕作土，床土の下に，中近世耕作土や時期不明の包含層（２～５）を

KBMKBM N S N S
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2

3
4

5

盛土

耕土

床土

盛土

耕土
床土

1
2
3

4
5

W E

盛土

耕土
床土

1

2 3

1　10YR7/4にぶい黄褐色粘質土
2　10YR5/2灰黄褐色粘質シルト
3　2.5Y5/2暗灰黄色シルト

盛土　クラッシャー
耕土　黒灰色粘質土
床土　灰黄色粘質土
1　2.5Y6/2灰黄色粘質シルト
2　2.5Y5/4黄褐色粘質シルト締まり有り

3　2.5Y4/2暗灰黄色粘土(ほとんど遺物無し）
4　2.5Y4/1黄灰色細砂(遺物・木含む)
5　2.5Y6/1黄灰色締まりの有る細砂
※1~4　いずれも湿地のような堆積

１区　Ａ断面 １区　Ｂ断面 ２区　Ｃ断面

２ｍ０

NS S N

盛土

旧耕土
床土

↑
畦？

1

2

3
4

5 6

7
89

10
11

盛土

旧耕土

床土

KBM KBM

旧耕土  2.5Y3/1黒褐色細砂混じり粘土質シルト（φ1cm未満の礫少量入る・締まり悪い）
床　土  5Y5/2灰オリーブ色細砂混じり粘土質シルト（φ1cm未満の礫僅かに入る・やや締まり悪い）
　1　　5Y6/2灰オリーブ色細砂混じりシルト（5Y4/1灰色シルトブロック20％程度入る・炭化物・土器片・マンガン粒入る・やや締まる）
              【中世耕作土】
　2　　5Y5/1灰色細砂混じりシルト（φ0.5cm未満の礫僅かに入る・上層に比べて砂質・マンガン粒入る・やや締まり悪い）
　3　　5Y5/1灰色細砂混じり粘土質シルト（φ0.5cm未満の礫僅かに入る・炭化物僅かに入る・やや締まり悪い）
　4　　5Y4/1灰色細砂（φ0.5cm未満の礫少量入る・締まり悪い・土器一定量入る）
　5　　7.5Y4/1灰色微砂混じり粘土（φ0.2cm未満の礫僅かに入る・炭化物少量入る）【古墳時代耕作土】
　6　　7.5Y4/1灰色粘土と同色細砂と7.5Y3/1オリーブ黒色粘土の互層
　7　　10Y3/1オリーブ黒色微砂混じり粘土質シルト（木片少量入る・軟質・やや締まり悪い）
　8　　7.5Y3/2オリーブ黒色細砂混じりシルト（締まり悪い・下層ブロック20%程度入る・植物遺体少量入る）
　9　　7.5Y2/2オリーブ黒色微砂混じり粘土質シルト（軟質）
   10　   2.5GY3/1暗オリーブ灰色細砂~微砂（5GY3/1暗オリーブ灰色細砂混じり粘土質ブロック30%程度入る・木片入る・締まり悪い）
   11       N3/0暗灰色礫混じり粗砂（φ3cm未満の礫多量に入る・締まり悪い）【流路堆積（地山）】

9
8

7
65

43
2
1

２ｍ０

３区　Ｄ断面 ３区　Ｅ断面

-1.0m

-2.0m

-1.0m

-2.0m

-1.0m -1.0m

-2.0m

図56　１・２・３区断面図（1：50）
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挟み，GL-1.5mにて灰色微砂混じり粘土（８:３区-５に対応？），-1.7mにてオリーブ黒色微砂混じ

り粘土（９～11:３区-７に対応），-1.9ｍで黒色細砂（12・13:３区-⑧～⑩に対応），-2.0ｍで暗オ

リーブ灰色（14）や暗緑灰色砂礫（15）に至る。4・8層上面では中近世と思われる溝を確認した

ものの，遺物はなく詳細は不明である。8層以下，各層上面では明確な遺構は確認できなかった。

３．遺物

１～３は１区4層，４は１区５層から出土した。

１～３は弥生土器である。１は受け口状口縁甕の口縁部であ

る。２・３は壷の体部であり，２の外面には列点文が施される。

４は土師器甕の口縁部であり，端部は丸く収める。１～４の器面

はやや磨滅している。

５～７は水田堆積土と考えられる３区４層から出土した。５

は土師器甕，６は土師器壷の口縁部，７は弥生土器蓋である。

４．まとめ

今回の調査では，３区で弥生時代もしくは古墳時代の水田と考えられる土層，その下位で弥生土

器片を含む流路を確認した。４区では水田堆積層と考えられる土層を確認したものの，明確ではな

く，また１・２区では湿地や流路などの水成堆積土を確認した。このことから，対象地は当初流路

であったが，部分的に，弥生時代や古墳時代の近隣集落の生産域として活用され，中近世を通し

W E
KBM

-1.0m

-2.0m

 1　  5Y5/1灰色細砂混じり粘土質シルト（5Y5/3灰オリーブ色粘土ブロック30%程度入る・炭化物入る）【近現代耕土】
 2　  5Y5/2灰オリーブ色微砂混じり粘土質シルト（φ1cm未満の礫少量入る・やや軟質・締まり良い・炭化物・土器片・マンガン入る）
        【中近世耕作土】
 3　  5Y4/1~4/2 灰～灰オリーブ色微砂混じり粘土質シルト（φ0.5cm未満の礫少量入る・やや軟質・やや締まり悪い・マンガン粒多く入る）
 4　  5Y4/1~4/2 灰～灰オリーブ色微砂混じり粘土質シルト（φ0.5cm未満の礫少量入る・やや軟質・やや締まり悪い）
 5　  5Y4/1~4/2 灰～灰オリーブ色微砂混じり粘土質シルト（5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルトブロック10%程度入る）
 6　  5Y5/1灰色微砂混じり粘土質シルト（5Y3/1オリーブ黒色粘土ブロック20%程度入る）【遺構埋土】
 7　  5Y5/1灰色微砂混じり粘土質シルト（5Y3/1オリーブ黒色粘土ブロック20%程度入る・φ　0.5cm未満の礫僅かに入る）【遺構埋土】
 8　  5Y4/1灰色微砂混じり粘土質シルト( 5Y3/1オリーブ黒色粘土40%程度入る・炭化物少量入る・軟質）
 9　  5Y3/1オリーブ黒色微砂混じり粘土質シルト（5Y5/1灰色粘土ブロック10%程度入る・軟質）
10　 5Y3/1オリーブ黒色微砂混じり粘土質シルト（5Y5/3オリーブ黒色砂ブロック30%程度入る・非常に軟質）
11　 5Y3/1オリーブ黒色微砂混じり粘土質シルト（5Y5/3オリーブ黒色細砂ブロック40%程度入る・締まり悪い）
12　 5Y2/1黒色細砂5Y3/1（オリーブ黒色粘土ブロック10%程度入る・締まり悪い）
13　 2.5GY4/1暗オリーブ灰色細砂（φ1cm未満の礫少量入る・締まり悪い・土器入る・木片入る）
14 　5GY4/1暗オリーブ灰色細砂（5GY4/1暗オリーブ灰色粗砂の流入有り）
15 　7.5GY4/1暗緑灰色礫混じり粗砂~細砂（やや締まり悪い）

盛土
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図57　４区断面図（1：50）
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図58 　出土遺物実測図（1：４）
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て，昭和初期まで耕作地として利用されていたと考えられる。

周辺調査成果（図59）を含めると，既存調査で確認されている対象地の西，北東，東の微高地上

に展開していた遺構は今回の対象地までは及ばず，当初想定通り，谷筋にあたるということを追認

した。また，この谷筋の一部には水田が営まれていたことを新たに確認した。なお今回確認した水

田はこれまでの遺構の広がりから勘案すると，対象地の東に位置する微高地上に営まれた居住域に

伴う可能性が高いと考えられる。これまで上久世遺跡内では居住関連遺構が主に確認されていた

が，これらに伴う生産域を確認できたことは大きな成果であるといえる。　　　　（奥井　智子）

註

１)　京都市文化市民局　2007「２ 上久世遺跡」『京都市内遺跡立会調査報告　平成19年度』

２)　六勝寺研究会　1976『上久世遺跡発掘調査報告』，

　　（財）京都市埋蔵文化財研究所　1996「上久世遺跡」『平成５年度京都市埋蔵文化財調査概要』，

　　（財）京都市埋蔵文化財研究所　1991「上久世遺跡」『昭和62年度京都市埋蔵文化財調査概要』

居住関連遺構分布想定範囲

流路等想定範囲

竪穴建物：弥生時代 竪穴建物：古墳時代
溝・流路（河川堆積）

今回の調査で確認した水田想定範囲

1区

2区

3区

4区

1994年調査２)

1998年調査１)

今回の調査地

1974～1976年調査２)

1988年調査２)

０ 50ｍ

図59　近隣調査成果の模式図と今回の調査地（1：1500）
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Ⅳ -6　鳥羽離宮跡　№109

図61　調査区配置図（１：400）

図 60　調査位置図（１：5,000）

１　調査経過（図 60・61）

　調査地は，市営地下鉄竹田駅の南西に広がる住

宅地内に位置しており，鳥羽離宮跡の東辺部にあ

たる。当該地において共同住宅新築工事が計画さ

れたため，６月 19日に試掘調査を実施した。

　鳥羽離宮は，応徳３年（1086）に藤原季綱が白

河天皇に鳥羽山荘を献上し，退位後の別業として

鳥羽殿（南殿）を造営したことがはじまりとされる。

その範囲は，城南宮を中心とした東西約 1.3km，

南北約 1.1kmに及ぶと考えられており，現在の伏

見区竹田・中島地区一帯に相当する。

　『扶桑略記』応徳３年 10月条によると，離宮に

は南北８町（約 860 ｍ），東西６町（約 650 ｍ）

を測る園池が設けられ，その中に人工島が築かれ

たという。舟を浮かべて風流を極めたとする記述

からは，当時の王朝社会の豪奢とともに，広大な

離宮の規模を窺うことができる。

　これまでの発掘調査成果より，離宮の園池は実

際に東西 900 ｍ，南北 500 ｍ以上の規模をもって

いたこと，池内には馬場殿を備える島（現在の城

南宮）があり，池のほとりには南殿や田中殿，金

剛心院などの建物が存在したことが明らかとされ

ている。ただし，離宮の東辺部は旧鴨川の氾濫原

に近いため，景観復原が困難であるとの認識が示

されている。部分的に園池に伴うとみられる礫敷

きや濠跡の報告もあるが，離宮存続時の遺構の発

見は点的であり，面として捉えきれてはいない。

　このため今回の調査では，離宮存続時の遺構面

の広がりを確認することを目的とした。

市指定史跡
安樂壽院境内

鳥羽離宮跡

鳥
羽
遺
跡

調査地

KBM

0 20m（1:400）
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図 62　調査区北壁断面図（１：50）

２　層序と遺構（図 62）

　調査区は，敷地の北半部に存在する埋設管（ガス管）を避け，南半部に設定した。

　調査の結果，GL-0.6 ｍまで現代盛土，-0.9 ～ 1.0 ｍまで近世包含層（18世紀）を確認し（４・５層），

その直下に水田耕作土と目される灰色微砂混じり粘土質シルト（６層）を調査区全域において検出

した。その下には -1.2 ｍまで土器を多量に含む中世後期包含層（14～ 15 世紀）があり（９・10

層），さらに -1.6 ｍまでオリーブ黒色微砂混じり粘土質シルトが存在する（11・12層）。これを除

去した段階で，灰色粗砂を主体とする流路堆積（13層）を確認した。この層はラミナを伴う流水

堆積で細かい円礫を含んでおり，西から東へ向かって徐々に下がる様相にある。層内からは激しい

湧水が認められた。

　遺構検出は，中世後期の水田耕作土である６層の上面と，中世包含層である 10層の除去面で試

みたが，ともに足跡（ヒト）を検出したのみであり，これ以外の明確な遺構は確認できなかった。

ただし，11・12 層は暗色化が顕著な粘土質シルトであること，また攪拌痕跡があり，炭化物や細

かい土器片が含まれることから，中世後期に形成された水田耕作土である可能性が高い。すなわち

当該地点では，中世後期以降は水田が営まれていたと考えることができる。またそれ以前には大規

模な流路が通っていたと推測されることから，今回の調査では鳥羽離宮が営まれた平安時代後期～

鎌倉時代初頭の遺構面を確認することはできなかった。

３　遺　　物（図 63）

　遺物は包含層より出土した。土器は総じて残存状態が良く，破片も大きい。１～６はすべて土師

器皿で，１は図 62－９層から，２～６は図 62－ 11 層より出土した。１は丸みのある器壁をも

つ小型品で，口縁外面は１段ナデ，底部内面にはタテ方向のナデを施す。13世紀の製品である。２・

３はへそ皿で，底部中央を盛り上げる。２はナデにより口縁部を肥厚させる。３は口縁端部内面に

強いヨコナデを施すため，受口状に作られている。口縁端部には煤が付着する。２・３ともに完形
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W E

現代盛土

１） 5Y3/2　オリーブ黒色　微砂混じりシルト　炭化物少量入る　しまり悪い
２） 5Y3/2　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルト
 径 2cm未満の礫微量含む　土器片・植物遺体少量入る　しまり悪い
３） 5Y4/2　灰色　粗砂混じり粘土質シルト　下位に竹製樋入る
 しまり悪い
４） 2.5Y4/1　黄灰色　細砂混じり粘土質シルト
 径 2cm未満の礫少量入る　炭化物・染付片入る　しまり悪い
５） 5Y4/1　灰色　粗砂混じり粘土質シルトと
 10YR3/4　暗褐色　粗砂ブロックの混合層　下位に踏込みあり
６） 5Y4/1　灰色　微砂混じり粘土質シルト
 木片・土器・炭化物少量入る　軟質（15 世紀　水田耕土）
７） 5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシルト

 径 2cm未満の礫少量含む　炭化物多量入る　しまり悪い
８） 5Y3/1　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルト
 径 2cm未満の礫微量含む　土器・炭化物少量入る　しまり良い
９） 5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシルト　径 2cm未満の礫少量含む
 植物遺体・炭化物・土器片多量入る　しまり悪い（15 世紀）
10） 2.5Y3/2　黒褐色　粗砂混じり粘土質シルト
 植物遺体・土器片・炭化物多量入る（14 世紀）
11） 5Y3/1　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルト
 径 1cm未満の礫少量含む　炭化物・土器片少量入る
 （14 世紀～ 15 世紀初頭）
12） 5Y3/1　オリーブ黒色　微砂混じり粘土質シルト　しまり良い
 水田耕土（14 世紀～ 15 世紀）
13） 7.5Y4/1　灰色　粗砂　径 2cm未満の礫少量含む　湧水著しい
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図 63　出土遺物実測図

で出土した。４は平たい底部と角度をもっ

て立ち上がる器壁をもつ。口縁部外面に

は強い一段ナデを施す。14世紀の製品で

ある。５はやや深みのある皿で，わずか

であるが器壁内面に煤が付着する。15世

紀の製品である。６は器高が低く，口縁

部が外方に大きく開く。15世紀の製品で

ある。

４　ま  と  め

　以上，鳥羽離宮跡の試掘調査成果を述べた。ここでは，今回の調査成果のほか，既往の成果を含

めて整理し，鳥羽離宮跡東辺地域の環境復原をおこないたい。

　図 64には既往調査の位置と，地点ごとの柱状断面模式図を示した。このうち，鳥羽離宮が営ま

れた平安時代後期～鎌倉時代初頭の包含層が確認されているのは，③地点と⑥地点である。一見，

点的な分布に見えるが，他の地点ではそれにかわる層序位置に中世包含層が存在する。つまり，③・

⑥地点の平安時代後期～鎌倉時代初頭包含層は，中世の撹拌を免れた結果，残存するものと考えら

れる。特に，②・⑤地点の中世包含層には平安時代後期～鎌倉時代の遺物が一定以上含まれており，

この点が理解される。すなわち，③・⑥地点より西側では，鳥羽離宮造営時の人的関与が高いと見

ることができる。

図64　鳥羽離宮跡東辺部における各地点の柱状断面模式図
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盛土

湿地状堆積

青灰色砂礫

平安末～鎌倉初頭
耕作土

①
現代耕作土

中世包含層

暗灰色粘土

⑥
耕作土

褐色砂礫

近世包含層

平安末～鎌倉初
包含層

⑦

盛土

近世整地層
中世包含層

黄灰色砂

⑧
盛土

中世耕作土
灰色砂

近世耕作土

⑨
現代耕作土

黄褐色砂
近世包含層

④
盛土

近世耕作土

灰白色砂
（流路）

中世耕作土

⑤
盛土

近世整地層

灰ｵﾘｰﾌﾞ色シルト

中世包含層

①鳥羽離宮跡 66 次調査 ( 昭和 55 年度）
②京都市試掘 98T262（平成 10 年度）
③鳥羽離宮跡 52 次調査 ( 昭和 54 年度）
④京都市試掘 98T550（平成 11 年度）
⑤京都市試掘 13T021（平成 25 年度）

A. 京都市試掘 09T373（平成 21 年度）
B. 京都市試掘 11T057（平成 23 年度）
C. 京都市試掘 07T156（平成 19 年度）
D. 鳥羽離宮跡 153 次調査 ( 平成 22 年度）
E. 京都市試掘 97T208（平成９年度）

⑥鳥羽離宮跡 53 次調査 ( 昭和 54 年度）
⑦京都市試掘 09T129（平成 21 年度）
⑧京都市試掘 15T165（平成 27 年度）
⑨鳥羽離宮跡 36 次調査（昭和 52 年度）

F. 鳥羽離宮跡 29 次調査 ( 昭和 52 年度）
G. 鳥羽離宮跡 124 次調査 ( 昭和 62 年度）
H. 京都市試掘 03T354（平成 15 年度）
I. 京都市試掘 11T018（平成 23 年度）
J. 京都市試掘 00T034（平成 12 年度）
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　一方，③・⑥地点より東では，平安時代に遡る遺物の出土が寡少であり，中世以後の遺物が優勢

である。また，中世包含層の直下には灰色粗砂～細砂を主体とする流水堆積が存在するなど，以西

とは異なる様相を見せる。この砂層は，旧鴨川がもたらした川砂と考えられ，川の本体がある東へ

近づくにつれて，その厚みを増していく。砂層の堆積範囲は図 64平面図（アミカケ範囲）のとお

りであり，当時の鴨川が調査地付近を北西から南東へ向かって流れていたことを示している。また，

東へ向かって徐々に側方移動を重ねたものと推測される。

　ただし，旧鴨川の側方移動と土壌の安定化については，地点によって大きな時期差がある。より

下流に近いＢ・Ｃ地点では，川砂の上で平安～鎌倉時代の礫敷きが検出されており，少なくとも鳥

羽離宮の造営期にはすでに陸地化が進んでいたと考えられる。その一方，すぐ上流にあたる⑧地点

（今回の調査地）では，川砂の上における耕土の形成が室町時代（14～ 15世紀初頭）に下がる等，

開発に遅れが生じている。つまり，旧鴨川の水流は実際には細かく蛇行し，陸地化には時間差があっ

たことが推測される。

　かつて鳥羽離宮跡の東辺部は，旧鴨川の氾濫原に近いため，漠然と遺構の密度は希薄であると捉

えられてきた。しかし，累積する発掘調査や試掘調査成果により，平安時代後期から室町時代に至

るまでの流域範囲の推定は可能となりつつある。この知見は，鳥羽離宮の周辺部の土地利用を復原

する上で，ひとつの視点になると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒須　亜希子）
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　Ⅳ-7　長岡京左京二条三坊八町・九町跡，鶏冠井遺跡   
　　平成26年度№119

 １．はじめに

調査地は南区久世東土川町地内であり，長岡京

左京二条三坊八町・九町に比定されるとともに，

鶏冠井遺跡に該当している。当地において，店舗

建設が計画されたため，平成26年12月10日・

11日に試掘調査を実施した。調査面積は102㎡で

ある。保存協議が平成27年中まで続いたため，今

年度の報告となる。

２．層序と遺構（図67）

調査地内に一条大路南築地心の存在が推定され

たため，その検出を目的に調査区を設定した。1

区・２区は一条大路に直行するように南北方向に

設定し，3区・4区は東西方向に設定した。基本層

序は層厚1.2～1.3mの厚い現代盛土下で旧耕土，

床土を検出し，GL-1.45m以下で基盤層を検出した。長岡京跡に関連する遺構はこの基盤層上面で検

図65　調査位置図（１：5,000）

長岡京跡 東土川城跡

鶏冠井遺跡

東

調査地

図66　調査区配置図（１：800）
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出できる。

1区は大部分が撹乱を受けていたが，西壁の断面で溝状遺構の北肩を確認した（溝１）。ここから

須恵器などが出土したため，溝の平面的な検出を目的に２区を設定した。ここでは北半で幅約

2.5m，深さ約0.6mの溝を検出し（溝１），南半で幅約0.55m，深さ約0.25mのやや細い溝を検出し

た（溝２）。溝１からは土器のほか，木製品や昆虫の羽などの有機質遺物が出土した。前者は1区で

検出した溝の延長で，一条大路南側溝に比定できるが，溝２の性格は不明であり，遺物も出土して

いないため，時期不明と言わざるを得ない。築地に伴う雨落ち溝などの可能性がある。３区・4区

は基本層序は1区・2区と同じだが，GL-1.9mまで掘削しても遺構・遺物ともに検出できず，耕作に

伴う湿気抜きの溝を検出したにとどまる。

３．遺物（図68・69）

溝１から土器や瓦塼，有機物などが出土している。　

１は土師器皿で口径15.6cm，ほぼ完形である。内面から外面上半はヨコナデ，外面下半から底部

はヘラケズリで調整する。口縁端部は玉縁状に肥厚する。２は須恵器皿で口径15.8cm，底部は大部

分が残存しているが，体部・口縁部の残存率は低く，全体では７割弱程度が残存している。内面お

図67　１区断面図，２区平・断面図（１：100）
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３　2.5Y5/1 灰黄色泥砂
４　7.5Y4/1 灰色シルト
５　7.5Y4/1 灰色粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰色粘土
　　　　　　　　　　  がブロック状に混じる）
６　2.5GY5/1 オリーブ灰色シルト～微砂
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９　５GY5/1 オリーブ灰色粘土〔基盤層〕

溝 1

溝 2

断割

撹乱

１　５Y4/1 灰色泥土〔旧耕土〕
２　５Y4/2 灰オリーブ色泥土〔床土〕
３　2.5Y5/1 灰黄色泥砂
４　7.5Y4/1 灰色シルト
５　7.5Y4/1 灰色粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰色粘土がブロック状に混じる）
６　５GY5/1 オリーブ灰色粘土〔基盤層〕

NS

N SKBM

KBM

－ 57 －



－3－

よび外面は回転ナデ調整，外面底部は回転ヘラ切りである。ともに京都Ⅰ期中段階，８世紀末ごろ

に属する。３は塼であり，厚さ6.5～7.2cm，幅はおおよそ15.5cmである。４は丸瓦で９割程度残

存する。内面には布目が残る。ほかに木片や昆虫の羽などの有機質遺物も出土している。

４．まとめ

宅地内では遺物・遺構ともに検出できず，土地利用を復元することはできない。しかし，溝１か

ら塼が出土していることが注目される。溝１は一条大路南側溝に比定できるため，出土した遺物は

南側の宅地である左京二条三坊九町もしくは南築地で用いたものである可能性が高い。塼が出土す

る遺跡は寺院などに限られ，左京二条三坊九町にその種の施設があった可能性もある。

なお，遺跡は設計変更の結果，地中保存されている。　　　　　　　　　　　　　（新田　和央）

０ 10cm

1

2

3

０ 10cm

4

図69　出土遺物実測図２（１：４）

図68　出土遺物実測図１（１：４）
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Ⅳ-8　長岡京左京北辺二坊十四町跡　№111

１．はじめに

調査地は，ＪＲ東海道新幹線の高架の西側，寺

戸川（西羽束師川）の北側に位置する耕作地（図

70）である。当該地は，延暦3年（784）に桓武

天皇が遷都した長岡京跡の北端部に位置している

ことから，宅地造成に先立ち試掘調査を実施する

ことになった。

周辺の調査事例として，平成10年9月7日に京

都市埋蔵文化財調査センターが西側隣接地で試掘

調査を実施している１）。この調査では，湿地状堆

積や氾濫堆積などの河川由来の堆積を確認したの

みであり，長岡京期の遺構を検出することはでき

ていない。

今回の試掘調査は，西側で認められた河川由来

の堆積の東側への展開と，長岡京期の遺構の有無

を確認する目的で平成27年４月28日に実施し

た。調査は，造成地の専用道路部分に南北約30ｍ

の調査区を設定して行った。調査面積は97㎡である。

２．層序

調査区の基本層序（図71・72）は，標高約15.5ｍで耕作土，15.35ｍで黄灰色微砂混じり泥砂

の床土，15.2ｍで灰オリーブ色微砂混じり砂泥の基盤層となる。遺構は全てこの基盤層上面で検出

した。基盤層を構成する地層は，河川由来の堆積が継続していたことを示しており，標高約14.8ｍ

の灰オリーブ色微砂混じりシルト層において，北東から南東に向かう細い流路跡を確認した。この

流路跡には遺物は含まれておらず，人類が当該地で生活する以前のものと考える。

なお，調査区北端から約11.7ｍ以南で湿地状堆積が確認でき，南に向かって徐々に厚く堆積して

いく。

３．遺構

今回の調査では大型の溝跡の他，柱穴，土抗等11基の遺構を検出した（図73）。これらの遺構か

ら時期の確定が可能な出土遺物はほとんどなく，切り合い関係から前後の状況を判断すると，溝１

図70　調査位置図（１：5,000）
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図71　調査区断面図（１：50）

１） 2.5Y5/1　黄灰色微砂混じり泥砂（2.5Y5/6　黄褐色粘土ブロック混じる，マンガン粒，炭化物入る，やや軟質）【床土】
２） 2.5Y5/1　黄灰色砂混じり泥砂（2.5Y4/1　黄褐色粘土質シルトブロック混じる，マンガン粒，炭化物入る，やや軟質）
３） 5Y4/2　灰オリーブ色微砂混じり泥砂（5Y6/3　オリーブ黄色粘土ブロック混じる，土器片，φ0.5㎝未満の礫，炭化物，マンガン粒少量含む）
４） 5Y4/2　灰オリーブ色微砂混じり泥砂（土器片，炭化物入，地山ブロック混じる，しまり悪い）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５） 5Y5/2　灰オリーブ色細砂混じり泥砂（5Y5/1　灰色粘土ブロック混じる，φ0.3㎝未満の礫，マンガン粒僅かに入る，やや軟質）
６） 5Y5/3　灰オリーブ色微砂混じり砂泥（5/5/1　灰色粘土ブロック混じる，マンガン粒少量入る，やや軟質）
７） 5Y5/2　灰オリーブ色微砂混じり砂泥 （5Y5/1　灰色粘土ブロック混じる，φ0.5㎝未満の礫僅かに入る，マンガン粒少々入る，やや軟質）
８） 5Y5/2　灰オリーブ色細砂混じりシルト（5Y4/1　灰色粘土ブロック少量混じる，φ0.3㎝未満の礫僅かに入る，軟質）
９） 5Y5/2　灰オリーブ色粗砂混じりシルト （5Y4/1　灰色粘土ブロック少量混じる，φ１㎝未満の礫僅かに入る，軟質）
10） 5Y5/2　灰オリーブ色微砂混じりシルト（5Y4/1　灰色粘土ブロック少量混じる，鉄分沈着，マンガン多量に入る，やや軟質）
11） 7.5Y4/2　灰オリーブ色細砂～粗砂（φ1㎝未満の礫入る，しまり悪い）【旧流路埋土】
12） 5Y5/3　灰オリーブ色微砂混じりシルト（ φ0.5㎝未満の礫少量，マンガン粒入る，鉄分沈着，非常に軟質）
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に先行する土坑群と溝1よりも後出す

る柱穴群がある。

　溝１（図71～73，75）　調査区の西

拡張区の北西端から東拡張区の南東端

に向けて溝跡を検出した。この溝は延

長13.0ｍ以上，幅1.6～2.0ｍ，深さ

0.3～0.4ｍである。断面は皿形で，埋

土は概ね上下2層に分かれる。上層は

灰オリーブ色微砂であり，土器片，炭

化物を含む。下層も灰オリーブ色微砂

であるが，マンガン粒が少量入り，上

層に比べ軟質である。上層の出土遺物

には，長岡京期の須恵器片だけでなく

中世前半の瓦器片も含まれており，埋

没時期は中世前半と考えられるもの

の，成立時期は不明である。

　柱穴２（図71・73）　調査区中央，

溝１の南側，約1.3ｍで検出した。今回

の調査では柱穴状の遺構を複数確認し

たが，唯一柱当りを確認した遺構であ

る。南北0.44ｍ，東西0.36ｍの楕円形

で，中央北寄りに径0.18ｍ，深さ0.15

ｍの柱当りをもつ。柱当りの埋土は褐

灰色泥砂，掘方の埋土は灰白色砂泥で

ある。この柱穴２の北側に同規模の柱穴３と柱穴

５があり，建物としてのまとまりは確認できない

ものの，同時期の遺構と考える。

４．遺物

溝１出土の遺物を含め，今回の出土遺物は小片が多く，図化できた3点（図74）も法量を復元で

きる資料はない。

１は須恵器杯蓋の口縁部片である。２は須恵器高台部片であり，高台は底部から側壁へ変化する

境界付近に貼り付けられている。３は須恵器高杯の脚部である。いずれも長岡京期のものと考えら

れ，基盤層直上で出土している。

図73　調査区位置図（1：400）
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図74　出土土器実測図（１：４）
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５．まとめ

西側隣接地の調査結果を加味して今回

の調査成果を考えると（図76），西側か

ら当該地の南半にかけて湿地が広がると

考える。今回検出した溝１は，この湿地

に並行して北西から南東に走っている。

溝１の成立時期は不明であるが，溝１の

方向は南を流れる寺戸川の方向と一致し

ており，古代から中世のある時期に区画

溝として機能していた可能性がある。

また，この溝の北東方向に広がる畑地

は微高地状となることから，集落がある

とすれば溝１の北方向から北東方向に営

まれた可能性が高い。　　（馬瀬 　智光）

註　

１）京都市埋蔵文化財調査センター　『京

　　　都市内遺跡試掘調査概報　平成10年

　　　度』の地点81（京都市文化市民局　　

　　　1999年）。0 50m

今回調査区

98NG255（平成 10 年 9月 7日試掘）
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湿地状堆積
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市道久世 15 号線
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市道久世 122 号線

図76　周辺調査状況（1：1,000）

図75　溝１検出状況（南東から）
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Ⅵ　試掘調査一覧表

Ⅵ　試掘調査一覧表
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表２　遺物概要表

点数及び箱数

Ａランク点数 Ｂランク
箱数

Ｃランク
箱数

出土箱数
合計

115点（4箱） 3箱 29箱 36箱
弥生土器5点，土師器58点，須恵器7点，陶磁器18点，
瓦器4点，瓦17点，石製品1点，銭貨2点，金属製品1点，
土製品2点
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さがいせき

さがきたぼりちょういせき

きょうとしうきょうく

さがてんりゅうじいまほりちょう

へいあんきょうなかさきょう きょうとしかみぎょうく

たこやくしとおりひがしのとういん

せんしょうじちょう

へいあんきょううきょうさんじょう

にじょうろくちょうあと

にしのきょういせき

きょうとしなかぎょうく

なんばらちょう

へいあんきょううきょうろくじょう

さんぼうにちょうあと

さいいんいせき

 

きょうとしうきょうく

さいいんみなみことぶきちょう

さいいんにしことぶきちょう　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

しじょうよんぼうにちょうあと

しらかわがいくあと

おかざきいせき

とうこうじあと

きょうとしさきょうく

おかざきてんのうちょう

馬瀬智光・堀 大輔・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・赤松佳奈・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・黒須亜希子

京都市右京区
嵯峨天龍寺今堀町
11-5

2015/4/1
　    

35度
01分
01秒

135度
40分
57秒

宅地造成

西暦2016年３月31日

嵯峨遺跡・
嵯峨北堀町遺跡

京都市内遺跡試掘調査報告　平成27年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく

都城跡

937
903

京都市中京区
蛸薬師通東洞院
泉正寺町327他

2015/6/11
　  

35度
00分
45秒

135度
45分
29秒

共同住宅
1

京都市中京区
南原町57-1,58,59,
86-186-3,87

2015/6/2,3
11/20~30

12/1

　    

35度
00分
36秒

135度
44分
01秒

宗教施設

平安京右京三条
二坊六町跡・
西ノ京遺跡

1
461

京都市右京区
西院南寿町15-1他4筆,
西院西寿町6-1他２筆

2015/3/934度
59分
47秒

135度
43分
44秒

平安京右京六条
三坊二町跡・
西院遺跡

1
930

平安時代
弥生時代

都城跡
集落跡

鎌倉～室町時代
奈良時代

寺院跡
集落跡

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8006　京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町394番地　Y・J・Kビル2F

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

93㎡
　  

69㎡
　  

15㎡
　  

13㎡
　  

平安時代

平安時代
弥生～古墳時代

都城跡
散布地

平安京左京
四条四坊二町跡

体育館建設

平安京左京
四条四坊二町跡

平安京右京三条
二坊六町跡・
西ノ京遺跡

平安京右京六条
三坊二町跡・
西院遺跡

嵯峨遺跡・
嵯峨北堀町遺跡

溝・柱穴・土坑など 土師器・須恵器・白磁・瓦

京都市左京区
岡崎天王町
27，15-3，15-5

2014/10/31
　  

35度
00分
59秒

135度
47分
18秒

店舗
417
418
414

72㎡
　  

白河街区跡・
岡崎遺跡・
東光寺跡

寺院跡
集落跡

白河街区跡・
岡崎遺跡・
東光寺跡

弥生時代
平安～鎌倉時代

落込み・石列 土師器・瓦

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

26100

26100

26100

26100

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

26100

四条坊門小路北側溝を
検出

柱穴・土坑 土師器・須恵器・緑釉陶器
灰釉陶器・平瓦

須恵器杯は転用硯か

溝 土師器・須恵器 「小径」の側溝と
考えられる溝2条を検出

土坑・溝・整地層 土師器・須恵器
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とばりきゅうあと

とばいせき

きょうとしふしみく

たけだなかうちはたちょう

なかとみいせき きょうとしやましなく

くるすのはなのきちょう

かみくぜいせき

 

きょうとしうみなみく

くぜかみくぜちょう　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

ながおかきょうさきょうにじょう

さんぼうはっちょうきゅうちょうあと

かいでいせき

きょうとしみなみく

くぜひがしつちかわちょう

きょうとしさきょう

おかざきみなみごしょまち

おかざきいせき

ほっしょうじあと

きょうとしみなみく

くぜとのしろちょう

ながおかきょうさきょうほうへん

にぼうじゅうよんちょうあと

馬瀬智光・堀 大輔・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・赤松佳奈・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・黒須亜希子

京都市伏見区
竹田中内畑町116-1

2015/9/2
　    

34度
57分
13秒

135度
45分
19秒

共同住宅

西暦2016年３月31日

鳥羽離宮跡・
鳥羽遺跡

京都市内遺跡試掘調査報告　平成27年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく

1166
1167

京都市山科区
栗栖野華ノ木町11,12

2015/7/3，
　　　　　7/21～8/7

　    

34度
58分
19秒

135度
48分
18秒

共同住宅

中臣遺跡 632

京都市南区
久世上久世町360

2015/7/13,1434度
57分
50秒

135度
42分
44秒

上久世遺跡 761

弥生～古墳時代集落跡

鎌倉～室町時代
離宮跡
集落跡

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8006　京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町394番地　Y・J・Kビル2F

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

187㎡
　  

52㎡
　  

25㎡
　  

水田

縄文～室町時代集落跡

高齢者住宅

中臣遺跡

上久世遺跡

鳥羽離宮跡・
鳥羽遺跡

長岡京左京二条
三坊八・九町跡・
鶏冠井遺跡

京都市南区
久世東土川町180-5
他11筆

34度
56分
44秒

135度
42分
57秒

3
461

2014/12/10,11 101㎡
　  

店舗

長岡京左京二条
三坊八・九町跡・
鶏冠井遺跡

都城跡
集落跡

平安時代

溝・土坑・ピット
土師器・須恵器・瓦器・土製品
施釉陶器・灰釉陶器・磁器
平瓦・砥石・馬歯・煙管・銭貨

南北にのびる平安時代の
大溝を検出

弥生土器

溝 土師器・須恵器・瓦 長岡京一条大路南側溝と
考えられる遺構を検出

土師器・須恵器・黒色土器
瓦器・陶器・磁器

京都市左京区
岡崎南御所町6,7

2015/1/19～
23
　 

35度
00分
55秒

135度
47分
08秒

共同住宅
岡崎遺跡・
法勝寺跡

417-01
418 47㎡

　  

平安～室町時代寺院跡
集落跡

岡崎遺跡・
法勝寺跡

白河街区に関連する
溝を検出

溝・土坑 土師器・須恵器・瓦器・瓦類

京都市南区
久世殿城町313-5

2015/4/28
　 

34度
57分
25秒

135度
42分
55秒

宅地造成
長岡京左京北辺
二坊十四町跡

3 97㎡
　  

平安～鎌倉時代都城跡長岡京左京北辺
二坊十四町跡

溝・土坑・柱穴 土師器・須恵器・瓦器 北西から南東に延びる
区画溝を検出

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

26100

26100

26100

26100

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

26100

26100
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図版１平　安　宮



平安京左京北辺～三条一・二坊
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